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上板柔友会全国大会へ！

試 合 結 果【団体選】
２回戦　上板柔友会　４－１　加茂名柔道三河道場
準決勝　上板柔友会　３－２　板野町柔道教室
決　勝　上板柔友会　３－２　美馬少年柔道教室
先鋒　吉岡依　　　合　技　〇　平田仁
次鋒　六車　　〇　合　技　　　平田翔
中堅　松尾　　　　技あり　〇　小泉
副将　吉岡龍　〇　反則勝　　　正木
大将　佐野　　〇　合　技　　　篠原

● お問い合わせ ●　　上板町役場　企画防災課　　☎０８８－６９４－６８２４

上板町有線テレビ株式会社と
防災に関する包括的連携協定を締結しました

松田町長（左）と山﨑篤史代表取締役（右）

● お問い合わせ ●　　上板町教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４

　令和６年３月21日（木）に全国大会出場を決めた上板柔友会が
町長を表敬訪問しました。
　上板柔友会は、令和６年２月25日（日）、鳴門大塚スポーツパー
ク・ソイジョイ武道館において開催された徳島県春季少年柔道大
会の団体戦にて２年ぶり３度目の優勝をはたし、全国大会への切
符を獲得しました。
　「徳島県、上板町の代表として精一杯頑張ってきたいと思いま
す。」と力強い意気込みの言葉をいただき、町長より激励の言葉
を送りました。
　全国少年柔道大会は５月５日（祝・日）に東京都・講道館におい
て開催されます。
　皆さまのご声援をよろしくお願いいたします。

　本協定は、住民の安全・安心の確
保に寄与するための取り組みを相互
に連携し協力することを目的として
います。
　今後、役場庁舎に情報インフラ設
備の提供を受け、庁舎の通信設備を
冗長化します。これにより、住民皆
さまへの情報発信の強化及び安定化
が図られます。

協定締結日：令和６年３月28日
協定締結場所：上板町役場応接室

じょうちょうか

● こども食堂申込電話 ●　　☎０８８－６３７－６５５５

５月12日（日）10時～ 14時に上板なかよしこども食堂を開催します。
今回の開催場所は、技の館です。（住所：板野郡上板町泉谷字原東32-4）
こども食堂は、地域のこどもから高齢者まで、だれもが仲良く楽しく集い、
安心して暮らせる町づくりを目的として活動しています。
食事の他に色々な遊びやゲームも用意しています。
今月は、公式輪投げ教室を同時開催いたします。
こどもから大人までどなたでも参加できます。
どうぞお越しください。
参加をご希望の方は、下記の技の館まで電話で事前申込をお願い致します。

５月のこども食堂開催のお知らせ５月のこども食堂開催のお知らせ５月のこども食堂開催のお知らせ

こども　　無料
大　人　300円

ハンドメイド作家さんのこだわりの可愛い＆お
しゃれな作品がたくさん出店予定。
ワークショップも多数開催します。
キッチンカ―もたくさんやってきます！今回も、
物販＆飲食で合わせて約60店舗が出店します。
欲しいモノがきっと見つかるはず！

お問い合わせ
技の館 ／（一社）ジャパンブルー上板
（〒771－1310　徳島県板野郡上板町泉谷字原東32番地4）
☎０８８－６３７－６５５５　FAX０８８－６３７－６５５４　

令和6年６月２日日 10時～15時 ※小雨決行

開催します！！開催します！！藍マルシェ藍マルシェ

⬅
出店店舗は、藍マルシェイン
スタでＵＰしていきます。 
詳しいお店情報は、インスタ
をチェックしてください！

⬅
詳細は、
技の館ＨＰ
をご確認く
ださい。

「藍マルシェ」を開催します。
技の館開催（板野郡上板町泉谷字原東32番地４）

家族みんなで楽しめるマルシェに
なっているので、是非遊びにきてね！

他に、小さなお子様でも遊べる
「子ども広場」も開催！
フリマ・射的・的あてなど小さ
なお子様でも楽しめる広場に
なっています。

また、藍マルシェ恒例のお菓子投げも開催します！
13：30～（参加無料、お菓子投げはお子様のみ。）
お菓子を入れる袋は、ご持参ください。

中央の藍ステージで、愛する人に愛を叫びませんか？
（奥さまへの愛、旦那さま、プロポーズ、友達、ペットetc
愛があればどなたでも参加OK）
参加をご希望の方は、技の館にTELで申込ください。

今回は、
「藍の中心で愛を叫ぼう！ In 藍マルシェ」も同時開催！
【11：22～、参加無料】
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● お問い合わせ ●　　上板町役場　産業課　　☎０８８－６９４－６８０６

　上板町では令和３年度から、当町に住民登録をされた新生児を対象に、県産木材を使用し県内の木工職人が製作し
た「お食い初めセット」を、誕生祝いとして、産業課職員が対象のご家庭にお届けしています。
　「お食い初めセット」の内訳は、ベビースプーン１個・食べさせ用スプーン１個・ベビーフォーク１個・飯椀１個・
汁椀１個・平皿１個・小鉢１個・高坏１個です。
　食べさせ用スプーンにはお名前と生年月日が、飯椀・汁椀・平皿・小鉢・高坏には当町観光イメージキャラクター
「かきじぃ」を刻印しています。
　お食い初めの時だけに限らず、普段のお食事の時にもお使いいただければ幸いに存じます。

新生児に「お食い初めセット」をプレゼントしています！

子どもはぐくみ医療費助成制度について

サンプル

　18歳に達する年度末まで、保険適用内の医療費にかかる自己負担
分を助成する制度です。
　０歳～中学校修了の期間までの通院と入院については、自己負担
０円です。
　（通院にかかる600円の自己負担分は、町より助成されます。）
　中学校修了～ 18歳に達する年度末の期間の通院については、医療
機関（診療料）ごとに月額600円までの自己負担が必要です。

● お問い合わせ ●
上板町役場　民生児童課　　☎０８８－６９４－６８１１

※こちらの「お食い初めセット」は、
森林の保全整備や木材の利用促進
のために市町村に交付される森林
環境譲与税を活用してつくられて
います。

新たな門出を、育む支援
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● お問い合わせ ●
上板町役場　健康推進課
☎０８８－６９４－６８１０

出産祝金制度 出産祝金は、保護者の経済的負担の軽減と時代を担う
子どもの健やかな育成を図るために交付する制度です。

上板町出産祝い
育児用品等支援事業

● お問い合わせ ●　　上板町役場　住民人権課　　☎０８８－６９４－６８０９

＜申請手続き＞　
上板町出産祝金交付申請書に「誓約書」を添えて、
出生届提出日から６か月以内に住民人権課に提出。

＜申請に必要なもの＞
印鑑、振込先が確認できる申請者名義の通帳など

要件要件
・出生児及び父又は母が住民基
本台帳に登録されていること
・１年以上町内に居住すること
を誓約
・町税の滞納が無いこと

交付金額交付金額
第１子　３万円
第２子　５万円　
第３子　10万円
第４子以降　20万円

　上板町民の出産を祝福し、次代を担う子ども達のために育児
用品の配布事業を行っています。
　内容と致しましては、紙おむつ、おしりふき等の育児用品の
消耗品を主にセットにして配布しています。

● お問い合わせ ●
上板町役場　企画防災課

☎０８８－６９４－６８２４

令和６年度中（R6.4.1～R7.3.31）に結婚した世帯に対し、居住費などを補助

最大 60万円 婚姻時年齢30歳以上の
場合最大30万円

※対象となる費用は
　令和６年度中に発生
　したものになります

●申請できる方
・婚姻時夫婦ともに39歳以下
・世帯所得500万円未満（世帯合算）
・５年以上継続して上板町に居住する意思がある

●申請時に必要なもの
・婚姻がわかるもの（受理証明、戸籍全部事項証明等）
・住民票（写し）
・所得がわかるもの（所得課税証明 等）
・契約書、領収書（写し）

結婚新生活支援事業　

住宅購入費
（新築・中古）

リフォーム費
（業者が行うもの）

引越し費
（業者が行うもの）

家賃・敷金・礼金・共益費
（駐車場代は対象外）

※令和５年度に交付を受けた方で、上限額に達しなかった
場合は、令和６年度に補助上限額から既に交付を受けた
金額を差引いた金額を請求できます
※申請される場合は、必ず事前にご相談ください

●対象となる費用

新たな門出を、育む支援
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令和5年度価格高騰重点支援こども加算給付金のご案内

５月５日～１１日はこどもまんなか児童福祉週間です

● お問い合わせ ●　　上板町役場　民生児童課　　☎０８８－６９４－６８１１

　「令和５年度価格高騰重点支援追加給付金」または「令和５年度価格高騰重点支援均等割のみ給付金」を受給され
た世帯で、18歳以下の児童を扶養されている世帯の世帯主の方に、児童１人につき５万円を支給します。

　次のいずれかに当てはまる世帯の世帯主
　①上板町重点支援地方交付金低所得世帯支援事業（令和5年度価格高騰重点支援追加給付金）を受給した世帯で、
令和５年12月１日（以下「基準日」という。）において18歳以下の児童が属する世帯の世帯主

　②上板町重点支援地方交付金低所得世帯支援事業（令和５年度価格高騰重点支援均等割のみ給付金）を受給した世
帯で、基準日において18歳以下の児童が属する世帯の世帯主

　対象となる方には順次ご案内致しますが、下記の場合は申請が必要です。
　・①または②の対象となった世帯で、令和５年12月２日から令和６年５月31日までに出生されたお子さんがいる
場合

　・進学等のため、町外に住所があるが、給付金の対象となる世帯と生計を同じくしている児童がいる場合
　※既に支給の決定がされている非課税世帯給付金等を受給された児童または他市町村でそれらのこども加算等の算
定対象となった児童は対象外です。

〇支給対象者

上 板 町 子 ど も 若 者 家 庭 支 援 室

● お問い合わせ ●　　上板町役場　教育委員会　　☎０８８－６９４－６８１４

　上板町では「上板町子ども家庭総合支援室」と「上板町子ども・若者相談支援室『あい』」と、「青少年育成室」の
３つの機能を集結し、令和６年４月１日から、上板町役場の保健相談センター内に「上板町子ども若者家庭支援室」
を開設いたしました。
　支援室では、0歳～18歳までの子どもと子どもを養育する家庭及び妊産婦に対して、子どもの適切な養育や健やか
な成長を図るために、子どもや子育てに関することや、虐待、ニート、引きこもり、不登校等、社会生活を営む上で
困難を有する子ども・若者（概ね39歳まで）に関するお悩みや、青少年に関する相談などに応じ切れ目のない適切
な支援に繋げていきます。
　困った時、誰かに話したいとき、一人で抱え込まずにお気軽にご相談ください。

場　　所　上板町保健相談センター内（上板町役場西側）
相談日時　毎週月曜日から金曜日（祝日、年末年始は除く）
　　　　　午前８時30分から午後５時まで
相談方法　来所相談 … ゆっくり相談されたい場合は事前にお電話でご予約をお願いします。
　　　　　電話相談 … 電話番号：上板町子ども若者家庭支援室　☎088－637－6006
　　　　　　　　　　  　　　　　上板町役場　民生児童課　　　☎088－694－6811

● お問い合わせ ●　　上板町役場　民生児童課　　☎０８８－６９４－６８１１

５月は徳島県児童福祉月間です。
こどもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝である子どもたちに対する国民全体の願いであり、
すべてのこどもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望をもって、未来の担
い手として個性豊かに、たくましく育っていけるような環境・社会を作っていくことが重要です。
すべての子どもと子育てを大切にする環境づくりに取り組みましょう。

今年の標語は「すきなこと　どんどんふやして　おおきくなあれ」

〇申請期限　令和６年６月15日

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

　上板町は、介護予防への取組として、65歳以上の高齢者の方が気軽に集える
「通いの場」を運営する住民団体の支援を行うため、補助金を交付します。
　社会参加は、フレイル予防にも効果的です。まずは、気軽にご相談ください♪

　「通いの場」とは高齢の地域住民同士が気軽
に集うことにより、社会的孤立を防止するとと
もに、ふれあいを通して「生きがいづくり」「仲
間づくり」の輪を広げる場所です
　新たに何かを立ち上げる必要はありません。
現在、地域の高齢者で集っている茶話会や体操、
趣味活動等も「通いの場」として登録できます。

　上板町は、「フレイル予防」について積極的に取り組んでいます！
　「フレイル」とは、加齢に伴い筋力や心身の活力が低下した状態で「健康」と「要介護」の中間
状態のことをいいます。
　当日は、鳴き声と尾羽が美しい三光鳥（サンコウチョウ）を探してウォーキング（解説付）。
ウォーキング後は、技の館内のWAZA CAFFEでイベント限定の軽食をご用意しています♪
　また、徳島健康ポイントプロジェクト「テクとく」のアプリを
ダウンロードされている方に通常１日80ptのところ、200pt贈呈。
　フレイルにならないために、みんなで楽しくウォーキングを楽
しみましょう！

※食事代などの実費は対象となりません
※補助対象経費になるかご不明な場合は、
必ず事前にお問い合わせください。なお、
補助対象経費にかかる領収書や収支がわ
かる書類の提出が必要になります。

申請書や事業計画書、収支予算書を提出
していただく必要があります。

　補助金の対象となる事業は、集会所等において、地域住民等によっ
て自主的に運営される、身近で高齢者の誰もが自由に参加できる団
体で、高齢者等に対する運動、趣味活動等を通じた日中の居場所を
つくり、定期的な通いの場を提供する事業で以下の条件のいずれに
も該当するもの。
1　営利活動、政治活動又は、宗教活動を目的としたものではないこと。
2　町内において事業を実施すること。
3　事業を６カ月以上継続して実施し、１回当たりの実施時間は概ね
２時間以上であること。

4　高齢者の平均利用者数が５人以上であること。

補助金額　60,000円
（最大 5,000円×12ヶ月分）

申請方法

〇補助金対象事業等

「通いの場」を運営する住民団体を
サポートします♡

■日　　時　令和６年５月18日（土）
　　　　　　受　　付：午前８時40分～
　　　　　　開始時間：午前９時（スタート）
　　　　　　終了時間：午前12時頃（予定）昼食後、自由解散
■定　　員　50名
■集合場所　技の館　正面玄関前駐車場（上板町泉谷字原東32－4）
■参加対象　どなたでも参加できます。【参加無料】
■申込方法　お電話にてお申し込みください。
　　　　　　【受付期間　５月７日（火）～５月16日（木）】
■申 込 先　上板町役場　健康推進課　☎０８８－６９４－６８１０
■持 ち 物　飲み物・タオル・雨具など

■ 初級コース【約３キロ】
　 技の館周辺
■ 中級コース【約５キロ】
　 技の館（スタート）　➡　和泉寺　➡
　 アーチダム　➡　技の館（ゴール）

みんなで健康！フレイル予防♪ 
いきいきウォーキング開催！

ウォーキングコース

三光鳥（サンコウチョウ）を
探しに行きましょう！！

小雨決行
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● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

　上板町は、介護予防への取組として、65歳以上の高齢者の方が気軽に集える
「通いの場」を運営する住民団体の支援を行うため、補助金を交付します。
　社会参加は、フレイル予防にも効果的です。まずは、気軽にご相談ください♪

　「通いの場」とは高齢の地域住民同士が気軽
に集うことにより、社会的孤立を防止するとと
もに、ふれあいを通して「生きがいづくり」「仲
間づくり」の輪を広げる場所です
　新たに何かを立ち上げる必要はありません。
現在、地域の高齢者で集っている茶話会や体操、
趣味活動等も「通いの場」として登録できます。

　上板町は、「フレイル予防」について積極的に取り組んでいます！
　「フレイル」とは、加齢に伴い筋力や心身の活力が低下した状態で「健康」と「要介護」の中間
状態のことをいいます。
　当日は、鳴き声と尾羽が美しい三光鳥（サンコウチョウ）を探してウォーキング（解説付）。
ウォーキング後は、技の館内のWAZA CAFFEでイベント限定の軽食をご用意しています♪
　また、徳島健康ポイントプロジェクト「テクとく」のアプリを
ダウンロードされている方に通常１日80ptのところ、200pt贈呈。
　フレイルにならないために、みんなで楽しくウォーキングを楽
しみましょう！

※食事代などの実費は対象となりません
※補助対象経費になるかご不明な場合は、
必ず事前にお問い合わせください。なお、
補助対象経費にかかる領収書や収支がわ
かる書類の提出が必要になります。

申請書や事業計画書、収支予算書を提出
していただく必要があります。

　補助金の対象となる事業は、集会所等において、地域住民等によっ
て自主的に運営される、身近で高齢者の誰もが自由に参加できる団
体で、高齢者等に対する運動、趣味活動等を通じた日中の居場所を
つくり、定期的な通いの場を提供する事業で以下の条件のいずれに
も該当するもの。
1　営利活動、政治活動又は、宗教活動を目的としたものではないこと。
2　町内において事業を実施すること。
3　事業を６カ月以上継続して実施し、１回当たりの実施時間は概ね
２時間以上であること。

4　高齢者の平均利用者数が５人以上であること。

補助金額　60,000円
（最大 5,000円×12ヶ月分）

申請方法

〇補助金対象事業等

「通いの場」を運営する住民団体を
サポートします♡

■日　　時　令和６年５月18日（土）
　　　　　　受　　付：午前８時40分～
　　　　　　開始時間：午前９時（スタート）
　　　　　　終了時間：午前12時頃（予定）昼食後、自由解散
■定　　員　50名
■集合場所　技の館　正面玄関前駐車場（上板町泉谷字原東32－4）
■参加対象　どなたでも参加できます。【参加無料】
■申込方法　お電話にてお申し込みください。
　　　　　　【受付期間　５月７日（火）～５月16日（木）】
■申 込 先　上板町役場　健康推進課　☎０８８－６９４－６８１０
■持 ち 物　飲み物・タオル・雨具など

■ 初級コース【約３キロ】
　 技の館周辺
■ 中級コース【約５キロ】
　 技の館（スタート）　➡　和泉寺　➡
　 アーチダム　➡　技の館（ゴール）

みんなで健康！フレイル予防♪ 
いきいきウォーキング開催！

ウォーキングコース

三光鳥（サンコウチョウ）を
探しに行きましょう！！

小雨決行
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保健師からのお知らせです
INFORMATION

1 各種集団がん検診について
《検診日時》　令和６年６月20日（木）８時30分～ 11時30分（時間予約制）
《検診内容》 項目 検診内容 自己負担金 定員 対象者

胃がん検診 バリウム検査 1,000円 36名

40歳以上大腸がん検診 便潜血検査２日法 　500円

肺がん検診 胸部Ｘ線撮影 無　料

《受付場所》　上板町保健相談センター　１階
《申 込 み》　受診を希望される方は５月24日（金）までにお申し込み下さい。
　　　　　　保健相談センター・保健師まで　（☎088−694−3344）にてお申し込み下さい。
＊申し込まれた方には問診票、大腸容器等を送付します。
＊次回の検診日は10月18日（金）、12月５日（木）の予定です。

2 帯状疱疹予防接種について
　上板町では令和６年４月１日から帯状疱疹予防接種の費用の一部を助成しています。
　助 成 対 象 者：接種日において上板町内に住所がある50歳以上の方で任意接種希望者
　接種医療機関：町内医療機関（井関クリニック、友成医院、野田医院）
　申 請 方 法：接種の前に上板町保健相談センターにて申請が必要です。

よ　く　あ　る　質　問

１．「帯状疱疹は人に感染しますか？」
　回答：帯状疱疹は、体内に潜伏している水痘・帯状疱疹ウイルスが原因で発症するため、他の人から帯状疱疹とし

てうつることはありません。ただし、水ぼうそうになったことがない人は、ウイルスの感染で水ぼうそうを
発症することがあります。

２．「帯状疱疹にかかったことがありますがワクチンを接種することができますか？」
　回答：帯状疱疹にかかったことがある方でも接種可能です。1度帯状疱疹になった人でも体の免疫力が低下すると

再びなる可能性があります。

３．「水痘（みずぼうそう）に自然感染した後、帯状疱疹になることはありますが、生ワクチンを接種するこ
とで帯状疱疹になることはありますか？」

　回答：まれに水痘ワクチンの接種後にワクチン由来の帯状疱疹を発症した報告があります。

４．「帯状疱疹ワクチンにはどのような種類がありますか？」
　回答：１回接種の生ワクチンと２回接種の不活化ワクチンがあります。

５．「生ワクチンと不活化ワクチンどちらを接種した方がいいですか？」
　回答：それぞれのワクチンの特徴がありますので、ワクチンの効果や持続期間、副反応について医師に相談してど

ちらを選ぶのか判断することをおすすめします。

● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４
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● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

令和６年度　上板町　各種健康診査について（予定表）
　○町民の皆様、自分の健康管理やがんの早期発見のために、１年に１回は下記の健（検）診を受けましょう。
　○下記の予定表から、「どこでどの健（検）診を受けるか」計画を立ててお申し込み下さい。
　○１年に２度、同じ内容の健（検）診を受けることのないようご注意下さい。

検診日・
受付時間

予約開始日
（予定） 胃がん 結核・

肺がん 大腸がん 特定健診 頸　部
エコー 乳がん 骨粗鬆

しょう

症

６月20日（木）
予約受付中 ● ● ●

8：30～11：30
７月11日（木）

6/10（月）～ ●
13：30～16：00
８月31日（土）

7/10（水）～ ● ●
9：00～11：30
10月18日（金）

8/19（月）～ ● ● ● ●
8：30～11：30
10月25日（金）

8/19（月）～ ●
9：00～10：00
11月27日（水）

10/15（火）～ ● ●
13：30～15：30
12月５日（木）

10/15（火）～ ● ● ● ● ●
8：30～11：30
１月21日（火）

12/10（火）～ ● ●
9：00～10：30

検 査 方 法
胃部　　
エックス線
検査　　

胸部レント
ゲン検査、
喀痰検査
（※該当者のみ）

便潜血反応
検査
（２日法）

身体計測、
血液検査、
尿検査、
医師の診察

頸部超音波
検査

マンモグラ
フィー撮影

骨粗鬆
しょう

症
検診　　

対 象 者
40歳以上 40歳以上

（喀痰検査は
　50歳以上）

40歳以上 40歳以上
（※受診券が
　必要です）

20歳以上 40歳以上
の女性

（2年に1回）

40歳以上
の女性

自 己 負 担 金
1,000円 無料

（喀痰検査は
　500円）

500円 1,000円 3,300円 1,500円 500円

検 診 実 施 場 所 上板町保健相談センター

周 知 方 法 「広報かみいた」、防災無線にて周知・募集します。
（※予約開始日を変更させて頂く場合がありますので、「広報かみいた」をご確認ください。）

申 し 込 み 先 上板町保健相談センター　保健師（☎088－694－3344）

検診日 受付時間 検査方法 対象者 自己負担金 実施場所
９月24日（火）

9:00〜15:30
胸部レントゲン検査、

喀痰検査

（※該当者のみ）

40歳以上

（喀痰検査は
50歳以上）

無　料

（喀痰検査は
500円）

検診場所については「広報か
みいた」９月号、防災無線に
てお知らせします。

９月26日（木）
10月１日（火）
10月２日（水）

●印が受診できる検診です。全て時間予約制です。1 集団検診（各種がん検診）

2 町内巡回結核・肺がん検診（町内各地を検診車が巡回します。）
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⑴　町内の契約医療機関で下記の検診を実施しています。

検診名 検診期間
（医院の診療時間） 検査方法 対象者 自己負担金 検診実施場所

肝炎ウイルス検査 ８月１日（木）

～
12月26日（木）

血液検査
（B型C型肝炎
抗体検査）　　

40歳以上で過去
に一度も検査を受
けていない方

800円 町内契約医療機関
（医院の診療時間内）

前立腺がん検診 血液検査
（PSA検査） 50歳以上の男性 500円

＊特定健康診査と同時に受けることができます。期間内に直接医院で受けて下さい。

⑵　県内の広域医療機関で下記の検診を実施しています。

検診名 検診期間
（医院の診療時間） 検査方法 受診間隔 対象者 自己負担金 検診実施場所

胃 が ん 検 診

６月１日（土）

〜

３月31日（月）

胃内視鏡検診

２年に
１回

50歳以上 4,100円 県内広域医療機関

※休日・検診時間等に
　ついては、各医療機
　関にお問い合わせ下
さい。　　　　　

乳 が ん 検 診 視触診・マンモ
グラフィー撮影

40歳以上
の女性 1,500円

子宮頸がん検診 子宮頸部
細胞診

20歳以上
の女性 1,200円

＊受診を希望される方は、上板町保健相談センター（☎088−694−3344）までお問い合わせください。
＊問診票等を郵送または保健相談センター窓口にてお渡しします。

⑶　特定健康診査
検診期間 検診内容 対象者 自己負担金 検診実施場所

７月１日〜
１月31日

身体計測、血液検
査、尿検査、医師
の診察　　　　　

40歳～ 74歳 1,000円
県内広域医療機関

※休日・検診時間等については、各
　医療機関にお問い合わせ下さい。

＊各保険者が実施主体です。受けるには、受診券が必要です。
＊国保加入者の受診券配布時期は7月上旬です。受診券が届いたら、早めに受診しましょう。

国保の被保険者を対象に人間ドック・脳ドック助成事業を実施しています。人間ドックは、８月～１月実施、
定員180人。脳ドックは、８月～１月実施、定員15人（申込みが定員を超えた場合は、抽選）です。上記の検
診と重複受診することがないようにして下さい。（申込み先：上板町役場　健康推進課　☎088−694−6810）

徳島県農村健康管理センター及び徳島県鳴門病院において、一日日帰り人間ドックを実施します。人間ドック
を受けられた方は、上記の検診と重複受診することがないようにして下さい。

● お問い合わせ・申し込み先 ●　　上板町保健相談センター　保健師　　☎０８８−６９４−３３４４

3 個別検診（医療機関で実施します。）

4 一日日帰り人間ドック

5 国保人間ドック・脳ドック（申込み期間：令和６年５月31日（金）まで）
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担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　698−1234　全日対応ですが、要確認
稲 　 次 　 病 　 院　692−5757　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　672−1171　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

令和６年 ５・６月分
〈5/1～6/10 まで〉

市外局番は
（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医 ■ 担当時間 ■

平日18：00～22：00
休日　9：00～22：00

こども
用

とくしまの小児救急医療体制 各医療機関
所在地

※受診される場合は、事前に確認し健康保険証・医療費助成の
受給者証をお持ちのうえご利用ください。

本ページの医療体制は変更されることがあります。
最新の情報は左記ＱＲコードからご確認ください。
https://anshin.pref.tokushima.jp/med/docs/
2012081600367/

５
月

1 ㈬ あ い ず み 松 本 眼 科 677−5568
2 ㈭ 上板整形外科クリニック 637−6600
3 ㈮ き た じ ま 田 岡 病 院 698−1234
4 ㈯ き た じ ま 田 岡 病 院 698−1234
5 ㈰ き た じ ま 田 岡 病 院 698−1234
6 ㈪ 田 根 内 科 698−0123
7 ㈫ 井 上 病 院 672−1185
8 ㈬ 三 愛 内 科 672−0176
9 ㈭ み や ざ き 内 科 診 療 所 672−6618

10 ㈮ 新 野 医 院 672−0571
11 ㈯ 川 原 眼 科 694−8388
12 ㈰ 新 居 内 科 698−8808
13 ㈪ 近 藤 内 科 医 院 672−5630
14 ㈫ ファミリークリニックしんの 672−5148
15 ㈬ たかた整形外科・せぼねクリニック 698−8689
16 ㈭ 野　 田　（ 泰 ）　 医　 院 694−2009
17 ㈮ 友 成 医 院 694−5515
18 ㈯ 浦 田 病 院 699−2921
19 ㈰ 北 島 こ ど も ク リ ニ ッ ク 697−2221
20 ㈪ 井 関 ク リ ニ ッ ク 637−6066
21 ㈫ 上板整形外科クリニック 637−6600

５
月

22 ㈬ 川 原 眼 科 694−8388
23 ㈭ 浦 田 病 院 699−2921
24 ㈮ 芳 川 病 院 699−5355
25 ㈯ 芳 川 病 院 699−5355
26 ㈰ い の も と 眼 科 内 科 698−8887
27 ㈪ 井 上 医 院 699−8070
28 ㈫ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699−3777
29 ㈬ か ま だ 眼 科 678−8585
30 ㈭ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699−2787
31 ㈮ み や ざ き 内 科 診 療 所 672−6618

６
月

1 ㈯ 井 上 医 院 699−8070
2 ㈰ つ か さ ク リ ニ ッ ク 697−2323
3 ㈪ 有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク 698−8655
4 ㈫ 吉 野 川 病 院 698−6111
5 ㈬ 田 根 内 科 698−0123
6 ㈭ い の も と 眼 科 内 科 698−8887
7 ㈮ 北 島 こ ど も クリ ニ ッ ク 697−2221
8 ㈯ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699−3777
9 ㈰ 中村耳鼻咽喉科クリニック 697−3213

10 ㈪ つ か さ ク リ ニ ッ ク 697−2323

● お問い合わせ ●　　上板町保健相談センター　　☎０８８−６９４−３３４４

５月　保健行事予定表
Ⅰ　健康相談・健康教育
月日 時　間 場　所 内　容 担　当

5/7 13：30～
15：00

保健相談
センター 個別健康相談 保健師・管理栄養

士

6/4 13：30～
15：00

保健相談
センター

個別健康相談・
健康教育

保健師・管理栄養
士・理学療法士

月日 受付時間 場　所 内　容 該当者

5/10 9：50～
10：00

保健相談
センター

離乳食教室、赤
ちゃんの成長発
達・事故予防・
予防接種につい
て

令和５年12月22日～
令和６年２月24日生

月日 受付時間 場　所 内　容 該当者

5/23
※個別通知
　にて案内
　します。

保健相談
センター

問診、身体測定、
歯科診察、フッ
素塗布、発達・
歯科・育児・栄
養相談

令和３年９月１日～
令和３年12月31日生

３．２歳児歯科健康診査・フッ素塗布

月日 受付時間 場　所 内　容 該当者

5/15
※個別通知
　にて案内
　します。

保健相談
センター

問診、内科・歯
科診察、身体測
定、尿検査、屈
折検査、発達・
育児・歯科・栄
養相談

令和２年９月１日～
令和２年11月30日生

２．３歳児健康診査

Ⅱ　乳幼児健康診査
１．のびのび子育て教室

11　●　広報かみいた　第311号
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　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の予防のため、健康診査を
実施します。「健康診査受診券」が届いた方は、必ず受診しましょう。

　わが国経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、令
和６年度税制改正において、令和６年分の所得税及び令和６年度分の
個人住民税において定額減税が実施されることとなりました。
　個人住民税の定額減税の概要は以下のとおりです。

○前年の合計所得金額が1,805万円以下の個人住民税所得割の
納税義務者

①給与所得に係る特別徴収（給与所得者の方）
　■令和6年6月分は徴収されず、定額減税「後」の税額が令和6年7
月分～令和7年5月分の11か月で均されます。

②普通徴収（事業所得者等の方）
　■定額減税「前」の税額をもとに算出された第1期分（令和6年6
月分）の税額から控除され、控除しきれない場合は、第2期分（令
和6年8月分）以降の税額から、順次控除されます。

③公的年金等に係る所得に係る特別徴収（年金所得者の方）
　■定額減税「前」の税額をもとに算出された令和６年10月分の特
別徴収税額から控除され、控除しきれない場合は、令和６年12
月分以降の特別徴収税額から、順次控除されます。

○減税額については、納税通知書の裏面又は特別徴収税額通知書の摘要欄に記載があります。
○定額減税は、住宅ローン控除や寄附金税額控除など、全ての控除が行われた後の所得割額から減税されます。
○減税しきれない場合は、別途給付金（調整給付）が支給されます。給付金の詳細は内閣官房ホームページ「新たな経済に向
けた給付金・定額減税一体措置」をご参照ください。（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/benefit2023/index.html）

○所得税（国税）の定額減税の詳細は、国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」をご参照ください。
　（https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm）

○本人、配偶者を含む扶養親族1人につき、1万円
　※１　定額減税の対象となる方は、国内に住所を有する方に限ります。
　※２　同一生計配偶者及び扶養親族の判定は、原則、前年12月31日の現況によります。
　※３　控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の方がいる場合は、令和７年度分の個人

住民税において１万円の定額減税が行われます。

※長期入院、施設入所等の方及び令和６年10月以降に後期高齢者医
療制度に加入の方は、対象外です。

１　申込みをしなくても受診券が届く方
　①令和５年10月１日から令和６年９月30日までの新規加入者（75

歳になった方など）
　　※令和６年10月１日以降に後期高齢者医療制度に加入予定の方は、加

入前の健康保険の特定健診を受診してください。市町村国保の場合
は、受診券の有効期限を確認して、期限内に受診してください）。

　②昭和20年４月生まれの方から昭和23年９月生まれの方
　③令和５年度に後期高齢者健康診査受診券で健診を受診された方
　　※広域連合が受診を確認できた方に限ります。
　④生活習慣病と診断されていない方
　　※生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えら

れる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、脂質異常症、虚血性心疾患、
その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、そ
の他脳血管疾患、動脈硬化等があります。

２　申込みにより受診券が届く方
　上記１以外の方で、受診を希望する方
　【申込期間】６月中旬から12月６日まで
　【申 込 先】上板町　健康推進課窓口に備付けの健康診査申込書で

お申し込みください。
後期高齢者医療制度健康診査に関するお問い合わせ先 
・徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　徳島市川内町平石若松78番地１　☎０８８－６７７－３６６６
・上板町役場　健康推進課　☎０８８－６９４－６８１０

令和６年度　後期高齢者健康診査のお知らせ
対象者 受診券送付時期

７月上旬から12月13日まで
（加入時期や申込時期に応じて送付）

「健康診査受診券」を受け取られたときから令和６
年12月末まで

受診期間

身体計測、血圧測定、血液検査（貧血検査含む）、
尿検査、心電図検査、眼底検査
※市町村国保の特定健診と同じ項目です。
※眼底検査は、医師の判断により検査が必要な方
のみ実施します。
※がん検診は、上板町保健相談センターへお問い
合わせください。

健診項目

受診費用 無料

予約 受診する医療機関に事前予約が必要
持参するもの
健康診査受診券・後期高齢者の質問票（受診券に
同封しています）・被保険者証等

対象となる方

減税額

徴収方法（令和６年度分）

その他

個人住民税の定額減税
（定額減税の対象となる方）

R6.6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3 4 5

通

　常

定
額
減
税
後

通

　常

定
額
減
税
後

通

　常

定
額
減
税
後

税
負
担

税
負
担

税
負
担

税
負
担

税
負
担

税
負
担

R6.6 R7.18 10

R6.6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3 4 5

R6.4 6 8 10

R6.4 6 8 10 12 R7.2

12 R7.2

R6.6 R7.18 10

６月分は徴収されません

６月分から控除（控除しきれない場合は８月分から順次控除）

10月分から控除（控除しきれない
場合は12月分から順次控除）R5に確定・通知済み

仮特別徴収税額
（前年度分の税額の1/2を3期分で徴収）

特別徴収税額
（当年度分の税額から仮特別徴収税額を

除いた税額を３期分で徴収）

● お問い合わせ ●　　上板町役場　税務課　　☎０８８－６９４－６８０７

　上板町国民健康保険では、国保の被保険者を対象に人間ドック・脳ドック助成事業を実施します。
　普段の生活習慣の中で蓄積され、自覚症状がすぐに現れない生活習慣病などを早期に発見し対策するためには、定
期的に健康診断を受けることが最も有効な手段です。
　自分の健康状態をチェックし、疾病の早期発見、早期治療に努めましょう。

　「上板町国民健康保険人間ドック等申込書」に必要事項を記入のうえ、５月31日（金）までに上板町役
場 健康推進課窓口へご提出ください。
　申込書は上板町役場健康推進課窓口と上板町ホームページで取得することができます。

●上板町国民健康保険に加入している方
●年齢が35歳以上の方
●国民健康保険税を完納している世帯の方

人間ドックは、一般的な健康診断と比較して、
より詳細な検査を行うことができます。
普段気がつきにくい病気や臓器の異常、健康
度などをチェックします。

実施期間　令和６年８月～令和７年１月

実施機関
・公益財団法人とくしま未来健康づくり機構（徳島県総合健診センター）
・徳島県鳴門病院　健康管理センター
・徳島県農村健康管理センター

申込み方法

※特定健康診査受診券は上板町国民健康保険に加入している40歳～ 74歳の方に対して7月上旬に送付されます。

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

日帰り人間ドック

脳ドックは、一般的な健康診断に加えて、
頭部ＭＲＩ、ＭＲＡ検査を行います。
脳卒中をはじめとした脳の病気になる
危険な兆候を見つけることができます。

実施期間　令和６年８月～令和７年１月

実施機関　徳島県鳴門病院　健康管理センター

定　　員　1 8 0名

（特定健康診査受診券※を
　　　　お持ちでない方は18,425円）

自己負担　11,115円

脳 ド ッ ク

定　　員　1 5名

（特定健康診査受診券※を
　　　　お持ちでない方は26,190円）

（申込みが定員を超えた場合は抽選）

自己負担　18,880円

右の要件を全て満たす方は
人間ドックまたは脳ドックの
受診を申込むことができます

上板町国民健康保険加入の皆様へ

人間ドック・脳ドック助成事業のご案内
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　上板町国民健康保険では、国保の被保険者を対象に人間ドック・脳ドック助成事業を実施します。
　普段の生活習慣の中で蓄積され、自覚症状がすぐに現れない生活習慣病などを早期に発見し対策するためには、定
期的に健康診断を受けることが最も有効な手段です。
　自分の健康状態をチェックし、疾病の早期発見、早期治療に努めましょう。

　「上板町国民健康保険人間ドック等申込書」に必要事項を記入のうえ、５月31日（金）までに上板町役
場 健康推進課窓口へご提出ください。
　申込書は上板町役場健康推進課窓口と上板町ホームページで取得することができます。

●上板町国民健康保険に加入している方
●年齢が35歳以上の方
●国民健康保険税を完納している世帯の方

人間ドックは、一般的な健康診断と比較して、
より詳細な検査を行うことができます。
普段気がつきにくい病気や臓器の異常、健康
度などをチェックします。

実施期間　令和６年８月～令和７年１月

実施機関
・公益財団法人とくしま未来健康づくり機構（徳島県総合健診センター）
・徳島県鳴門病院　健康管理センター
・徳島県農村健康管理センター

申込み方法

※特定健康診査受診券は上板町国民健康保険に加入している40歳～ 74歳の方に対して7月上旬に送付されます。

● お問い合わせ ●　　上板町役場　健康推進課　　☎０８８－６９４－６８１０

日帰り人間ドック

脳ドックは、一般的な健康診断に加えて、
頭部ＭＲＩ、ＭＲＡ検査を行います。
脳卒中をはじめとした脳の病気になる
危険な兆候を見つけることができます。

実施期間　令和６年８月～令和７年１月

実施機関　徳島県鳴門病院　健康管理センター

定　　員　1 8 0名

（特定健康診査受診券※を
　　　　お持ちでない方は18,425円）

自己負担　11,115円

脳 ド ッ ク

定　　員　1 5名

（特定健康診査受診券※を
　　　　お持ちでない方は26,190円）

（申込みが定員を超えた場合は抽選）

自己負担　18,880円

右の要件を全て満たす方は
人間ドックまたは脳ドックの
受診を申込むことができます

上板町国民健康保険加入の皆様へ

人間ドック・脳ドック助成事業のご案内
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●　お問い合わせ　●　　上板町役場　住民人権課　　☎０８８－６９４－６８０９

マイナンバーカードっていうけど実際なにができるの？
❶

❸

❷

❹

健康保険証としても利用でき
過去の診療や処方せんの情報
も確認できます。

所得税の確定申告も
自動入力で簡単にでき
手間を省くことができます。

保育所や児童手当の申請など、
子育ての手続きも
簡単にできます。

役所に行かずに
転出届の提出など
引越しの手続きもできます。

食べ物の支援を必要とする人たちへ届けよう

上板町はエシカル消費を推進しています

★取り組み時期について ★持ちより場所
受付日　令和６年５月13日（月）～24日（金）
時　間　午前９時～午後４時

  ・上板町農村環境改善センター窓口（専用の箱を用意しています）
  ・上板町社会福祉協議会窓口（専用の箱を用意しています）

いただきたい食品 受付できない食品
　・賞味期限が１ヶ月を切っているもの
　・開いているもの
　・生鮮食品（野菜・魚など）
　・アルコール類は受付しません。

★届けるところ ・フードバンクとくしま及び福祉施設や上板なかよし子ども食堂などに提供されます。

あまっている食品を提供してくださいあまっている食品を提供してください

☆賞味期限が１ヶ月以上残っているもの ※期限が記されているもの
☆常温で保存できるもの
・お米、めん類、小麦粉など　・調味料（みそ、しょうゆ、マヨネーズ）
・保存食品（かんづめ、おもち　など）　・おかし類　・インスタント食品
・レトルト食品　・のり　・お茶づけ　・ふりかけ　・お茶
・コーヒー　・こう茶

もったいないを
ありがとうに♥

もったいない ありがとう

● お問い合わせ ●　上板町役場　産業課　☎088－694－6806　上板町社会福祉協議会　☎088－694－6155
提供された食品を受け取りたい方は社会福祉協議会にお問い合わせください。

フードドライブ活動に御協力をお願いします。

集める 届ける

板野西部消防署　☎０８８－６７２－０１９８
ホームページ：https://www.itanoseibu-119.org

● お問い合わせ ●

になる方が増えてくる季節になりました。気温が上昇し屋外だけでなく屋内での発生件
数も増加してきています。対策として、涼しい場所で休憩をする　水分補給をする（スポー
ツドリンクなどがおすすめ）　冷房をつける　などが大切になってきます。特に高齢者の
方などは暑さを感じる力が弱くなっている
ので冷房をつけるようにしてください。

熱中症
※上段＝月計、
　（　）＝累計

種別

前年同月
出動件数（件）

0
（1）

112
（329）

火災 救急
令和６年３月
出動件数（件）

0
（0）

105
（307）

　令和６年４月号に掲載しておりました、令和６年度国民健康保険税の軽減所得判定
の基準数値に誤りがありましたので、謹んでお詫び申し上げ訂正させていただきます。
　正しくは以下のとおりとなります。（赤字部分が訂正箇所となります。）
〈令和６年度軽減所得判定〉
７割軽減＝43万円＋10万円×（給与所得者数－１）以下の世帯
５割軽減＝43万円＋29万５千円×被保険者数＋10万

 ×（給与所得者数－１）以下の世帯
２割軽減＝43万円＋54万５千円×被保険者数＋10万円

×（給与所得者数－１）以下の世帯

お詫びと訂正
　令和６年４月号に掲載しておりました、令和６年能登半
島地震募金活動中間報告の募金額に誤りがありましたの
で、謹んでお詫び申し上げ訂正させていただきます。
　正しくは以下のとおりとなります。（赤字部分が訂正箇
所となります。）
　募金活動の開始から現在までに、多くの住民の皆
様や上板町消費者協会様、上板町スポーツ協会様か
らの御支援によりまして、令和６年３月13日時点で
約54万9千円の募金額となりました。

2024（令和 6）年 5月 1日　●　14



認知症になっても安心して
自分らしい生活を続けるために
認知症は誰でもなる可能性がある脳の病気です

認知症支援事業等一覧

①認知症初期集中支援チーム� 上板町地域包括支援センター　☎０８８−６９４－５５９７
認知症初期集中支援チームは、医療・介護の職員がチームとしてご自宅を訪問し、医療受診や介護サービ
スの調整を行うチームです。包括支援センターを通じて利用できます。

②緊急連絡装置の貸与� 上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０
日常生活動作に支障があるひとり暮らし高齢者の安全・安心を確保するため、急病や転倒時などの緊急時
にボタンを押すだけで看護師等専門家が24時間常駐するコールセンターへ通報できる装置の貸与を行う事
業です。
貸与の対象者　本事業の利用対象者は、おおむね７５歳以上のひとり暮らし又は、これに準ずる世帯で定期
的に安否の確認を行う必要があると認められる方です。

利用者の費用負担　原則として無料です。　※但し、緊急通報装置を使用するに当たっての必要な電気、
電話料金及び緊急装置の移設等の費用は利用者負担となりますのでご了承ください。

緊急時連絡先等の登録　申請の際、緊急時の連絡先や協力員（ご近所の方）の登録が必要です。
※なお、登録された協力員の方には必要に応じて利用者の状況確認や救助活動のご協力をお願いする事が
ありますが、法的な責任や義務を負うものではありません。

③配食サービス� 上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０
食事の調理が困難な高齢者等に対して、町が委託した事業者が夕食を自宅まで配達し、安否確認を行い
ます。
利用対象者
　（1）おおむね６５歳以上の一人暮らしの高齢者
　（2）世帯の構成員全員がおおむね６５歳以上の高齢者世帯
　　　※（1）、（2）について、同一敷地内で親族等が居住している場合は該当しません。
　（3）ホームヘルパー派遣世帯等で町長が必要と認めた者
　（4）一人暮らし又はそれに準ずる世帯で身体障がい者手帳を有している方
　（5）その他、高齢者サービス調整チームで適当と認められた方
利用者の費用負担　１回　４００円
利用回数　月曜日から土曜日までの週６回以内（祝祭日、年末年始は変更する場合があります。）
手続き方法　上板町地域包括支援センター職員が自宅を訪問し、状況確認を行い、申請手続きを行います。

④日常生活自立支援事業� 上板町社会福祉協議会　☎０８８−６９４－６１５５
自分ひとりで契約等の判断を行うことが不安な方やお金の管理に困っている方に、福祉サービスの利用手
続きの援助や日常的な金銭管理の支援を行うものです。
※利用には審査が必要になります。詳しくは上板町社会福祉協議会にご連絡ください。

P15〜P18までは抜き取って保管ができます。
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ケアパスとは「ケアの流れ」
認知症の症状に応じた適切なサービスの流れを
意味します。

【お問合せ】上板町地域包括支援センター
　　　　　　☎０８８－６９４－５５９７上板町　認知症ケアパス上板町　認知症ケアパス

何かおかしい・・・ 軽度認知障害（MCI） 軽度 中等度 重度

認知症の進行 認知症の疑いがある状態 軽い症状はあっても日常生活は
自立している状態

見守りがあれば日常生活は
自立している状態

日常生活に手助けや介護が
必要な状態 常に介護が必要な状態

この時期の本人の様子や症状 □もの忘れをしても、ご本人にその
自覚がある
□「あれ」「それ」など代名詞が増
えます
□ヒントがあれば思い出します

□同じことを何回も聞きます
□さがしものが増えます
□買い物の支払いや事務処理でのミ
スが増えます
□意欲や自信が減退します

□感情の起伏が激しくなります
□時間や曜日だけでなく季節や年次
もあやふやになります
□手順の多い料理や作業ができなく
なります

□服の着替えが困難になります
□ご家族を他人と間違えます
□徘徊して道に迷います
□「ものを盗まれた」などの被害妄
想が増えます

□飲食、排泄、入浴などの日々の行
為が難しくなります
□寝たきりでの生活が増えます
□言葉による意思表示が減ります

症
状
の
進
行
に
あ
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

相　　談
気になった時は、お
気軽にご相談くださ
い

上板町地域包括支援センター　高齢者の介護・生活・福祉に関する相談窓口 です。（認知症初期集中支援チームを設置しています）上板町地域包括支援センター　☎０８８−６９４－５５９７

認知症初期集中支援チーム　P15 ①へ

上板町役場健康推進課　介護保険申請先です。　　※かかりつけ医や上板町 地域包括支援センターにご相談の上、申請をお願いします。上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

医　　療

かかりつけ医や認知
症専門医・歯科医・
薬局の専門的な知
識・治療の提供をし
ます

かかりつけ医(いつも受診している病院・診療所)

かかりつけ薬局(いつも利用している薬局)

藍里病院(徳島県認知症サポート医)

訪問診療・訪問歯科

介　　護　　

ケアマネージャーを
中心にご本人やご家
族の状態に応じた
サービスの利用につ
いて相談できます

介護保険で利用できる町内の
在宅サービス

(介護認定が必要です)

　　・ヘルパー（４事業所)
　　・訪問看護（２事業所)
　　・デイサービス（５事業所)

・デイケア（１事業所)
・訪問リハビリ（１事業所)
・ショートステイ（３事業所)

みまもり
地域のボランティア
や民生委員、民間企
業で地域の見守りを
強化しています

地域のボランティア、老人クラブ、民間事業者、民生委員、在宅居宅介護支 援センターによる見守り支援

緊急連絡装置の貸与※利用は条件を満たされている方に限ります。 P15 ②へ　上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

配食サービス※利用は条件を満たされている方に限ります。　　　 P15 ③へ　上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

社会参加
自宅に閉じこもらず
地域へ出向く行動を
しましょう

老人クラブや、地域の通いの場等に参加してみましょう。　
＊老人クラブは、およそ６０歳以上の方が参加し、社会奉仕活動や健康づく
＊通いの場は、西老人集会所、南老人集会所、西分老人集会所、椎本集会所、
上板町社会福祉協議会　☎０８８−６９４－６１５５

りを推進する活動など地域を豊かにする各種活動等に取り組んでいます。町内に１７クラブあります。
東老人集会所、熊ノ庄集会所の６カ所でそれぞれ活動しています。

予　　防
自宅で行える予防は
勿論、地域の教室な
ども活用しましょう

生きがいデイサービス・介護予防教室・いきいき百歳体操(通いの場)・趣味 を生かした生きがい教室・健康づくり教室　上板町社会福祉協議会　☎０８８−６９４－６１５５

認知症カフェ　上板町地域包括支援センター　☎０８８−６９４－５５９７
＊認知症カフェは、認知症の方とそのご家族、地域住民など誰もが参加でき 集う場所です。

生活支援 町の支援事業をご活
用ください

日常生活自立支援事業 ※利用には審査があります。　P15 ④へ　上板町社会福祉協議会　☎０８８−６９４－６１５５

上板町高齢者外出支援バス・タクシー料金助成事業 ※利用は条件を満たされている方に限ります。　P18 ⑤へ　上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

高齢者等見守りシール交付事業 ※利用は条件を満たされている方に限ります。　P18 ⑥へ　上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

ふれあい回収事業 ※利用は条件を満たされている方に限ります。　P18 ⑦へ　上板町役場 環境保全課　☎０８８−６９４－６８１３

思いやり収集事業 ※利用は条件を満たされている方に限ります。　P18 ⑧へ　上板町役場 環境保全課　☎０８８−６９４－６８１３

住 ま い 認知症の進行に適し
た入居施設

＊軽費老人ホーム(ケアハウス)
年齢や家庭環境等により自立した生
活を営むことに不安がある方が入居
できる施設

＊有料老人ホーム
食事の提供や介護などのサービスが 提供される高齢者向け施設

＊グループホーム
認知症の人が共同生活する住居

＊特別養護老人ホーム
常時介護が必要な人の生活支援を提
供する施設

☞詳しい情報は板野郡医師会のＨＰ【板野郡介護マップ】→
　【上板町介護支援マップ】をご覧ください。
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ケアパスとは「ケアの流れ」
認知症の症状に応じた適切なサービスの流れを
意味します。

【お問合せ】上板町地域包括支援センター
　　　　　　☎０８８－６９４－５５９７上板町　認知症ケアパス上板町　認知症ケアパス

何かおかしい・・・ 軽度認知障害（MCI） 軽度 中等度 重度

認知症の進行 認知症の疑いがある状態 軽い症状はあっても日常生活は
自立している状態

見守りがあれば日常生活は
自立している状態

日常生活に手助けや介護が
必要な状態 常に介護が必要な状態

この時期の本人の様子や症状 □もの忘れをしても、ご本人にその
自覚がある
□「あれ」「それ」など代名詞が増
えます
□ヒントがあれば思い出します

□同じことを何回も聞きます
□さがしものが増えます
□買い物の支払いや事務処理でのミ
スが増えます
□意欲や自信が減退します

□感情の起伏が激しくなります
□時間や曜日だけでなく季節や年次
もあやふやになります

□手順の多い料理や作業ができなく
なります

□服の着替えが困難になります
□ご家族を他人と間違えます
□徘徊して道に迷います
□「ものを盗まれた」などの被害妄
想が増えます

□飲食、排泄、入浴などの日々の行
為が難しくなります

□寝たきりでの生活が増えます
□言葉による意思表示が減ります

症
状
の
進
行
に
あ
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

相　　談
気になった時は、お
気軽にご相談くださ
い

上板町地域包括支援センター　高齢者の介護・生活・福祉に関する相談窓口 です。（認知症初期集中支援チームを設置しています）上板町地域包括支援センター　☎０８８−６９４－５５９７

認知症初期集中支援チーム　P15 ①へ

上板町役場健康推進課　介護保険申請先です。　　※かかりつけ医や上板町 地域包括支援センターにご相談の上、申請をお願いします。上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

医　　療

かかりつけ医や認知
症専門医・歯科医・
薬局の専門的な知
識・治療の提供をし
ます

かかりつけ医(いつも受診している病院・診療所)

かかりつけ薬局(いつも利用している薬局)

藍里病院(徳島県認知症サポート医)

訪問診療・訪問歯科

介　　護　　

ケアマネージャーを
中心にご本人やご家
族の状態に応じた
サービスの利用につ
いて相談できます

介護保険で利用できる町内の
在宅サービス

(介護認定が必要です)

　　・ヘルパー（４事業所)
　　・訪問看護（２事業所)
　　・デイサービス（５事業所)

・デイケア（１事業所)
・訪問リハビリ（１事業所)
・ショートステイ（３事業所)

みまもり
地域のボランティア
や民生委員、民間企
業で地域の見守りを
強化しています

地域のボランティア、老人クラブ、民間事業者、民生委員、在宅居宅介護支 援センターによる見守り支援

緊急連絡装置の貸与※利用は条件を満たされている方に限ります。 P15 ②へ　上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

配食サービス※利用は条件を満たされている方に限ります。　　　 P15 ③へ　上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

社会参加
自宅に閉じこもらず
地域へ出向く行動を
しましょう

老人クラブや、地域の通いの場等に参加してみましょう。　
＊老人クラブは、およそ６０歳以上の方が参加し、社会奉仕活動や健康づく
＊通いの場は、西老人集会所、南老人集会所、西分老人集会所、椎本集会所、
上板町社会福祉協議会　☎０８８−６９４－６１５５

りを推進する活動など地域を豊かにする各種活動等に取り組んでいます。町内に１７クラブあります。
東老人集会所、熊ノ庄集会所の６カ所でそれぞれ活動しています。

予　　防
自宅で行える予防は
勿論、地域の教室な
ども活用しましょう

生きがいデイサービス・介護予防教室・いきいき百歳体操(通いの場)・趣味 を生かした生きがい教室・健康づくり教室　上板町社会福祉協議会　☎０８８−６９４－６１５５

認知症カフェ　上板町地域包括支援センター　☎０８８−６９４－５５９７
＊認知症カフェは、認知症の方とそのご家族、地域住民など誰もが参加でき 集う場所です。

生活支援 町の支援事業をご活
用ください

日常生活自立支援事業 ※利用には審査があります。　P15 ④へ　上板町社会福祉協議会　☎０８８−６９４－６１５５

上板町高齢者外出支援バス・タクシー料金助成事業 ※利用は条件を満たされている方に限ります。　P18 ⑤へ　上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

高齢者等見守りシール交付事業 ※利用は条件を満たされている方に限ります。　P18 ⑥へ　上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０

ふれあい回収事業 ※利用は条件を満たされている方に限ります。　P18 ⑦へ　上板町役場 環境保全課　☎０８８−６９４－６８１３

思いやり収集事業 ※利用は条件を満たされている方に限ります。　P18 ⑧へ　上板町役場 環境保全課　☎０８８−６９４－６８１３

住 ま い 認知症の進行に適し
た入居施設

＊軽費老人ホーム(ケアハウス)
年齢や家庭環境等により自立した生
活を営むことに不安がある方が入居
できる施設

＊有料老人ホーム
食事の提供や介護などのサービスが 提供される高齢者向け施設

＊グループホーム
認知症の人が共同生活する住居

＊特別養護老人ホーム
常時介護が必要な人の生活支援を提
供する施設
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認知症支援事業等一覧
⑤上板町高齢者外出支援バス・タクシー料金助成事業
� 上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０
自らの移動手段の確保が困難な高齢者の方がバスまたはタクシーを利用する場合に、その料金の一部を助
成します。
利用対象者　上板町に住所を有し、かつ在宅で生活する６５歳以上の高齢者で、次のいずれかに該当する方
　（1）満７５歳以上の方
　（2）運転免許証を自主返納した方及び、取得しておらず現在、運転資格を有していない方（誓約書の記

入をもって運転経歴証明書は不要となります）
助成内容　年額１０，０００円分の助成券を以下から選択できます。
　（1）バス料金助成券のみ １０，０００円分　　（2）タクシー料金助成券のみ １０，０００円分
　（3）バスとタクシー料金助成券 バ ス ５，０００円分　タクシー ５，０００円分
手続き方法
　対象者又は代理人が申請書に必要事項を記入し、上板町役場　健康推進課へ提出してください。
　※ 申請の際は、本人確認書類（健康保険証等）を持参してください。
　なお、代理人が申請する場合は、対象者及び代理人の本人確認書類を持参してください。

⑥高齢者等見守りシール交付� 上板町役場 健康推進課　☎０８８−６９４－６８１０
認知症等により外出後、行方が分からなくなるおそれのある高齢者の早期発見、保護を目的とし、高齢者
等見守りシールを交付します。
利用対象者　町内に住所を有する在宅の高齢者又は初老期における認知症と診断された人で、外出後行方
がわからなくなるおそれがある人（介護者及び家族からの申請により配布します。）

交付枚数　対象者1人あたり４０枚	
利用者の費用負担　費用は、無料です（見守りシールの追加交付を希望する方は実費を負担いただきます。）
手続き方法　上板町見守りシール交付事業利用［新規・変更］申請書に必要事項をご記入の上、上板町役
場　健康推進課窓口にお申込みください。

⑦ふれあい回収事業� 上板町役場 環境保全課　☎０８８−６９４－６８１３
大型ごみの回収は原則としてリサイクルセンターで決められた日時に行っていますが、自らが指定場所ま
で大型ごみを持ち出すことが出来ない方々を対象に、大型ごみを排出者宅前まで直接回収に行くサービス
です。

⑧思いやり収集事業� 上板町役場 環境保全課　☎０８８−６９４－６８１３
高齢者等ごみ出し支援事業として、家庭ごみを所定の場所まで持ち出すことが困難な世帯を対象にご自宅
まで家庭ごみの収集にお伺いし、希望者にはごみが出ていない場合にお声をお掛けして、安否確認を行う
サービスです。
　注：自分（家族）で買い物に行っているなど、ごみ出しができると判断される場合には、利用対象外と

なります。
手続き方法　利用には申請が必要になります。詳しくは上板町役場 環境保全課にご連絡ください。
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議
会
だ
よ
り
上
板
町
議
会

　
令
和
４
年
度
末
現
在
で
上
板
町
５
５
０
０

棟
の
う
ち
約
１
６
０
０
棟
が
耐
震
性
を
有
し

な
い
家
屋
で
あ
る
と
推
計
。

⑤
災
害
に
対
処
で
き
る
教
育
を
受
け
て
い
る

人
数
、
防
災
士
は
、
女
性
も
含
め
て
い
る

の
か

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　

令
和
６
年
１
月
時
点
で
防
災
士
は
93
名

（
男
性
66
名
、
女
性
27
名
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
水
道
・
電
気
の
イ
ン
フ
ラ
対
策
は

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　

主
に
電
力
会
社
に
協
力
を
依
頼
す
る
が
、

町
と
し
て
非
常
用
発
電
機
等
の
能
力
強
化
に

取
り
組
む
。

答　
弁
　

山
口
水
道
課
長

　
耐
震
化
対
策
と
し
て
耐
震
管
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
耐
震
化
率
で
は
県
内
２
番
目
の
高

水
準
で
推
移
し
て
い
る
状
況
。

⑦
上
板
町
に
は
病
院
が
少
な
く
て
小
規
模
で

あ
る
が
、
そ
の
対
策
は

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
上
板
町
に
は
内
科
を
主
と
し
た
個
人
病
院

が
３
院
と
専
門
病
院
が
１
院
と
な
っ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
当
然
不
足
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
隣
接
市
町
、
県
、
そ
の
他
の

医
療
機
関
に
応
援
を
要
請
し
初
動
体
制
を
確

保
す
る
。

質
問
２

上
板
町
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

①
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
今
な
お
継
続
す
る

理
由
は

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
平
成
13
年
度
よ
り
供
用
開
始
し
て
い
る
が
、

議
会
の
議
決
を
い
た
だ
い
て
お
り
当
面
現
状

で
お
願
い
し
た
い
。

質
問
１

防
災
対
策
に
つ
い
て
（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
）

①
上
板
町
の
今
現
在
の
対
策
状
況
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
ま
ず
備
蓄
に
つ
い
て
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や

簡
易
ベ
ッ
ド
・
ト
イ
レ
対
策
用
品
な
ど
の
資

機
材
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
機
材
を
扱
え
る
人
を
増

や
す
こ
と
も
必
要
と
考
え
運
営
訓
練
や
防
災

士
の
定
例
会
等
の
機
会
を
通
じ
て
訓
練
し
て

い
る
。
そ
の
他
耐
震
診
断
や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
安
全
対
策
費
用
、
防
災
士
の
資
格
取

得
費
用
に
対
す
る
補
助
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

②
県
は
今
年
一
月
よ
り
災
害
対
策
本
部
室
を

設
置
し
た
が
町
は

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
本
町
の
災
害
対
策
本
部
は
上
板
町
役
場
に

設
置
。

③
町
の
災
害
対
策
組
織
図
は
有
る
の
か

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
災
害
対
策
本
部
の
組
織
図
、
事
務
分
掌
等

を
用
意
し
て
い
る
。

④
家
屋
の
耐
震
度
は
ど
れ
ぐ
ら
い
調
査
で
き

て
い
る
の
か

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

〈
１
月
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
日　
20
歳
を
祝
う
会

22
日　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
協
議
会

　
　
　
～
町
民
懇
談
会
に
つ
い
て
協
議
～

23
日　
徳
島
県
市
議
会
議
員
研
修
会

〈
２
月
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
日　
令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会

　
　
　
議
会
議
員
全
員
協
議
会

５
日　
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

９
日　
板
野
郡
議
長
会
定
例
会

21
日　
高
知
県
宿
毛
市
議
会
政
務
調
査
来
町

27
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
～
第
１
回
定
例
会
開
催
日
程
等
協
議
～

28
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
第
78
回
定

期
総
会

29
日　
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
～
第
１
回
定
例
会
提
出
議
案
説
明
～

〈
３
月
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
日　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
開
会

　
　
　
会
期
（
５
日
～
19
日
）

　
　
　
▼
町
長
所
信
表
明
及
び
提
出
議
案
提

案
理
由
の
説
明
等
、
一
般
質
問

６
日　
▼
一
般
質
問

７
日　
▼
一
般
質
問

８
日　
上
板
中
学
校
卒
業
式

11
日　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日　
総
務
常
任
委
員
会

13
日　
厚
生
常
任
委
員
会

14
日　
町
内
４
小
学
校
卒
業
式

18
日　
▼
委
員
長
報
告
・
議
案
審
議
・
議
決

閉
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
議
員
全
員
協
議
会

21
日　
さ
く
ら
保
育
所
園
児
保
護
者
と
の
懇

談
会

「
一
般
質
問
」上

原
勝
利 

議
員

令
和
６
年
１
月
～
３
月

「
議
会
の
う
ご
き
」
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②
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
の
事
業
は
、

今
後
も
莫
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
一
時
も
早
く
こ
の
事
業
か
ら
撤

退
す
る
こ
と
が
町
の
使
命
で
は
。

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
ど
こ
の
自
治
体

も
厳
し
い
財
政
状
況
で
の
運
営
で
あ
る
が
、

継
続
性
が
大
切
で
あ
り
、
国
費
を
投
入
し
長

寿
命
化
を
図
る
べ
く
、
現
在
施
設
の
更
新
を

行
っ
て
い
る
。

　
長
期
的
に
安
定
し
て
事
業
運
営
を
持
続
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

③
令
和
６
年
度
よ
り
地
方
公
営
企
業
会
計
に

変
更
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
変
更
理
由

は答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
総
務
省
か
ら
通
達
を
受
け
移
行
す
る
。

質
問
１

住
ま
い
の
耐
震
化
に
つ
い
て

①
耐
震
診
断
の
無
料
化
を

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
無
料
化
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

②
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
で
倒
壊
が
予
想
さ

れ
る
家
屋
数
は

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
５
５
０
０
棟
の
う
ち
１
６
０
０
棟
が
倒
壊

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

③
耐
震
診
断
の
判
定
結
果
で
改
修
さ
れ
て
い

な
い
建
物
は

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　

３
９
４
戸
が
耐
震
診
断
を
受
け
て
お
り
、

１
０
６
戸
が
改
修
や
住
み
替
え
等
を
行
な
っ

て
い
る
。

④
耐
震
改
修
支
援
事
業
と
し
て
補
助
金

１
１
０
万
と
あ
る
が
増
額
を

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
今
年
度
、
希
望
者
が
多
か
っ
た
た
め
７
件

か
ら
14
件
に
拡
大
し
た
。
今
後
は
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

⑤
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
状
況
は

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
設
置
費
用
の
２
分
の
１
、
上
限
２
万
円
を

補
助
し
て
い
て
、
65
件
の
設
置
と
な
っ
て
い

る
。質

問
２

避
難
所
生
活
の
向
上
に
つ
い
て

①
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

の
備
蓄
状
況
は

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
簡
易
ベ
ッ
ド
等
合
わ
せ
て
３
４
０
台
。
簡

易
ト
イ
レ
77
台
。
間
仕
切
り
１
９
０
張
。

②
更
衣
室
、
授
乳
室
、
男
女
別
の
ト
イ
レ
な

ど
女
性
の
立
場
に
立
っ
た
運
営
を
し
て
欲

し
い

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
防
災
へ
の
女
性
視
点
の
取
り
入
れ
に
つ
い

て
、
周
知
・
啓
発
し
た
い
。

質
問
３

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

①
国
保
の
財
政
調
整
基
金
の
現
在
高
は

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
現
在
１
億
５
６
０
０
万
円
。
今
年
度
は
保

え
た
い
。
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
事
情
を
聞

き
、
拡
大
解
釈
し
て
判
断
し
た
い
。

質
問
１

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

①
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
新
規

事
業
等
特
に
強
調
し
た
い
事
業
は

答　
弁
　

松
田
町
長

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
大
規
模
災
害
に

備
え
、
庁
舎
自
家
発
電
機
の
改
修
に
係
る
設

計
業
務
委
託
費
５
百
万
円
、
が
れ
き
撤
去
に

活
用
で
き
る
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
買
換
え

13
百
万
円
、
災
害
時
の
避
難
所
に
利
用
す
る

上
中
体
育
館
の
空
調
設
備
工
事
費
35
百
万
円
、

神
宅
団
地
５
号
棟
外
壁
、
屋
上
防
水
改
修
工

事
費
41
百
万
円
他
、
各
課
か
ら
出
さ
れ
た
事

業
を
多
数
組
み
入
れ
て
い
る
。

②
令
和
６
年
度
歳
出
予
算
総
額
53
億
85
百
万

円
に
対
し
て
歳
入
不
足
５
億
27
百
万
円
を

財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
で
補
填
し
て
い

る
が
、
歳
出
面
の
削
減
努
力
し
て
い
る
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
内
容
、

事
業
規
模
等
に
つ
い
て
副
町
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

町
長
査
定
に
よ
り
、
少
な
い
経
費
で
最
大
の

効
果
が
上
が
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

③
予
算
編
成
時
の
総
人
員
数
２
１
７
人
は
、

前
年
度
予
算
編
成
時
比
９
人
減
少
、
要
因

は

険
税
率
を
据
え
置
き
、
不
足
分
は
基
金
を
一

部
取
り
く
ず
し
た
い
。

②
国
保
税
の
均
等
割
減
免
に
つ
い
て
18
歳
ま

で
を
対
象
に
拡
大
し
て
欲
し
い

答　
弁
　

栗
尾
税
務
課
長

　
本
町
単
独
で
の
18
歳
ま
で
の
均
等
割
減
免

は
難
し
い
。

質
問
４

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

①
昨
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
で
引
き
上
げ
ら

れ
た
給
与
分
を
、
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
を

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
改
定
年
度
の
翌
年
度
か
ら
効
力
を
生
ず
る

た
め
支
給
は
難
し
い
。

②
来
年
度
か
ら
勤
勉
手
当
が
支
給
さ
れ
る
が

支
給
月
数
は
い
く
ら
か
。
ま
た
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
は

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　

年
間
の
勤
勉
手
当
は
０
．２
ヵ
月
、
期
末

手
当
は
２･

２
ヵ
月
併
せ
て
２
．４
ヵ
月
に

な
る
。

質
問
５

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て

①
大
型
ご
み
の
「
ふ
れ
あ
い
回
収
」
は
現
在

何
件
か
。
家
庭
ゴ
ミ
の
思
い
や
り
収
集
の

件
数
は

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
ふ
れ
あ
い
回
収
は
47
名
。
思
い
や
り
収
集

は
24
名
の
方
が
利
用
。

②
思
い
や
り
収
集
の
対
象
を
拡
大
で
き
な
い

か答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
対
象
要
件
の
４
項
目
は
な
く
す
方
向
で
考

柏
木
美
治
代 

議
員
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答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
主
に
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
退
職
に
よ
り
減
少
。

④
令
和
６
年
度
予
算
は
人
員
９
名
減
に
対
し

て
人
件
費
総
額
（
約
13
億
）
は
増
加
し
て

い
る
が
理
由
は

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
、
期
末
、

勤
弁
手
当
支
給
率
増
加
等
に
よ
り
増
加
し
て

い
る
。

⑤
令
和
６
年
度
の
正
規
職
員
６
名
増
の
要
因

は答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
育
児
休
業
者
６
名
の
職
務
復
帰
が
主
な
要

因
。

⑥
令
和
６
年
度
予
算
で「
債
務
負
担
行
為（
工

事
費
の
８
％
）」
と
し
て
令
和
７
年
度
、

令
和
８
年
度
に
高
志
川
改
修
工
事
を
計
上

し
て
い
る
が
、
今
後
も
板
名
用
水
に
治
水

を
任
せ
る
の
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
高
志
川
は
昭
和
60
年
に
県
か
ら
板
名
用
水

に
譲
与
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
現
場
管
理
は
板

名
用
水
が
担
う
べ
き
も
の
と
の
認
識
に
変
わ

り
は
な
い
。
当
該
改
修
工
事
は
令
和
３
年
か

ら
県
が
機
能
保
全
を
目
的
と
し
て
事
業
を
行

い
町
が
一
部
負
担
し
て
い
る
。

⑦
六
条
暗
渠
工
事
負
担
金
と
し
て
32
百
万
円

計
上
し
て
い
る
が
事
業
計
画
の
今
後
５
年

間
で
の
完
了
見
通
し
は（
残
り
３
３
３
ｍ
）

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
今
年
度
工
事
区
間
は
30
ｍ
。
国
の
予
算
状

況
で
は
延
伸
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
。

質
問
２

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

①
農
業
集
落
排
水
事
業
の
契
約
者
数
２
９
７

戸
、
利
用
料
収
入
年
間
約
９
百
万
円
に
対

し
て
、
年
間
維
持
費
16
百
万
、
企
業
債
の

元
利
償
還
金
25
百
万
円
。
不
足
金
約

32
百
万
円
は
一
般
会
計
か
ら
補
填
し
て
お

り
、
運
営
上
の
課
題
、
財
政
上
の
負
担
に

つ
い
て
の
見
解
は

答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
集
落
排
水
施
設
は
施
設
の
老
朽
化
か
ら
令

和
４
年
か
ら
８
年
に
か
け
て
機
能
強
化
工
事

（
国
庫
補
助
1/2
）
を
実
施
。
起
債
に
つ
い
て

も
交
付
税
措
置
あ
り
。
使
用
料
料
金
の
値
上

げ
を
検
討
す
る
必
要
あ
り
。

②
令
和
６
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計
に
移
行
。

一
般
会
計
か
ら
補
助
金
24
百
万
円
、
出
資

金
20
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
必
要
性

は答　
弁
　

蔭
山
環
境
保
全
課
長

　
起
債
分
の
償
還
と
そ
の
他
経
費
支
出
の
財

源
と
な
る
。

質
問
３

水
道
事
業
に
つ
い
て

①
水
源
地
、
浄
水
場
、
配
水
地
の
数
量
と
耐

震
化
工
事
の
進
捗
状
況
。
水
道
基
幹
管
路

の
総
延
長
と
耐
震
化
管
路
の
進
捗
状
況
は

答　
弁
　

山
口
水
道
課
長

　
〇
水
源
地
２
ヶ
所
（
高
瀬
、
佐
藤
塚
）
建

物
耐
震
化
未
済
、
浄
水
場
ま
で
の
導
水
管�

6.1
㌔
耐
震
化
率
8.6
％　

〇
浄
水
場
タ
ン
ク

１
ヶ
所
、
耐
震
化
済
。
配
水
池
ま
で
の
送
水

管
3.1
㌔
、
耐
震
化
率
2.6
％　
〇
配
水
池
４
ヶ

所
、
内
３
ヶ
所
耐
震
化
済　
〇
配
水
池
か
ら

水
道
利
用
者
へ
の
主
要
基
幹
管
路
総
延
長

26
㌔
の
耐
震
化
率
約
15
％
。

と
を
踏
ま
え
る
と
一
定
の
集
団
規
模
を
確
保

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
１
学
級
当
た
り
15
～
20
名
以

上
で
複
数
学
級
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

③
「
幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
の

検
討
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
町
立
幼
稚
園
の
再
編
、
環
境
整
備
、
保
幼

小
の
連
携
、
教
職
員
の
確
保
、
運
営
経
費
等

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
統
合
に

向
け
て
前
向
き
に
協
議
、
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

再
問　
地
域
に
一
つ
ず
つ
幼
稚
園
が
あ
れ
ば

便
利
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

子
ど
も
達
の
目
線
、
気
持
ち
に
な
っ
て
、

子
ど
も
達
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

優
先
し
て
検
討
し
て
も
ら
い
た
い

答　
弁
　

松
田
町
長

　
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
前
向
き
に
統

廃
合
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
２

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

①
青
少
年
育
成
室
の
活
動
状
況
（
補
導
活
動
、

補
導
体
制
）
は

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
通
常
巡
回
は
毎
日
午
後
３
時
か
ら
２
名
で

町
内
を
１
５
０
回
、
特
別
巡
回
は
小
中
学
校

の
行
事
の
時
や
不
審
者
情
報
等
に
対
応
し
14

回
と
夏
期
休
業
期
間
中
に
青
少
年
補
導
員
２

～
３
名
と
２
回
巡
回
し
た
。
合
同
巡
回
は
、

毎
月
１
回
、
午
後
３
時
30
分
か
ら
青
少
年
補

導
員
と
３
名
で
町
内
を
、
合
同
補
導
は
、
毎

月
１
回
、
午
後
３
時
か
ら
警
察
署
少
年
補
導

員
と
巡
回
を
19
回
行
っ
た
。

＊
国
の
基
準　
耐
震
適
合
率
59
％
県
内
３
位
。

②
令
和
６
年
度
予
算
編
成
時
人
員
が
１
名
増

加
し
て
い
る
が
増
加
要
因
は

答　
弁
　

山
口
水
道
課
長

　
水
道
課
で
は
、
緊
急
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
漏
水
や
断
水
が
同
時
に
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
職
員
の
増
員
を
要
望
し
て
い
た
。

質
問
１

町
内
４
幼
稚
園
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

①
令
和
６
年
度
の
幼
稚
園
の
園
児
数
の
見
込

み
は

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
神
宅
幼
稚
園
・
年
少
13
名
、
年
長
18
名

　
東
光
幼
稚
園
・
年
少
10
名
、
年
長
11
名

　
松
島
幼
稚
園
・
年
少
18
名
、
年
長
28
名

　
髙
志
幼
稚
園
・
年
少
15
名
、
年
長
15
名

②
令
和
５
年
度
で
１
組
５
名
の
幼
稚
園
が
あ

る
。
教
育
委
員
会
は
、
１
組
の
園
児
数
が

何
人
ぐ
ら
い
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
現
在
の
状
況
を
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
。
今
後
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
の
か

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
幼
稚
園
の
学
級
編
成
基
準
は
１
学
級
35
人

以
下
を
原
則
と
し
、
１
学
級
当
た
り
の
最
低

人
数
の
定
め
は
な
い
が
、
幼
稚
園
が
教
育
環

境
と
し
て
の
集
団
生
活
を
学
ぶ
場
で
あ
る
こ

岩
野
角
雄 

議
員
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そ
れ
ぞ
れ
補
導
は
無
か
っ
た
。

②
巡
回
す
る
場
所
や
時
間
帯
に
つ
い
て
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
巡
回
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
町
民
一

体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
達
を
守
り
育
て
る

協
働
活
動
と
し
て
行
う
の
が
良
い
の
で
は

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
後
、
必
要
な
状
況
に
な
れ
ば
適
宜
対
応

を
し
た
い
。

再
問　
午
前
９
時
か
ら
10
時
頃
と
か
夕
方
な

ど
の
時
間
帯
に
巡
回
し
、
不
審
者
対
策
等

も
兼
ね
学
校
周
辺
や
学
校
の
敷
地
内
の
巡

回
は
で
き
な
い
の
か

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

学
校
、
教
育
委
員
、
町
当
局
等
と
調
査
、

研
究
し
、
連
携
協
力
で
き
る
よ
う
に
検
討
す

る
。

③
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
犯
罪
へ
の

誘
惑
や
い
じ
め
な
ど
に
対
し
、
子
ど
も
達

の
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
か

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
町
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
児
童
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
り
、
生
徒
と
保
護
者
へ

の
ス
マ
ホ
教
室
、
教
職
員
の
校
内
研
修
、
警

察
官
に
よ
る
講
和
な
ど
適
宜
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
学
校
で
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
使

用
ル
ー
ル
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
の
使
用
は
、
保
護
者
へ
の
啓
発
も

必
要
で
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
の
具
体
例

や
困
っ
た
時
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
問
題

事
案
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
早
期
対
応

に
努
め
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
１

 

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

①
上
板
町
の
農
業
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
の
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
上
板
町
で
は
農
業
者
が
効
率
的
、
安
定
的

な
農
業
を
展
開
し
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
み
、

後
継
者
確
保
が
課
題
。
平
均
耕
作
面
積
は
増

加
し
、
大
規
模
経
営
体
に
集
積
し
て
い
る
。

町
は
、
収
入
保
険
加
入
推
進
事
業
の
創
設
等

農
業
振
興
に
努
め
た
い
。

再
問　
町
外
の
農
家
が
町
内
で
耕
作
し
て
い

る
が
、
ど
の
位
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
町
外
の
広
域
認
定
者
は
20
件
程
度
。
町
内

の
方
も
町
外
で
耕
作
し
て
い
る
。
耕
作
地
は

近
隣
市
町
。

②
専
業
農
家
等
に
面
接
調
査
の
上
、
実
態
に

合
っ
た
振
興
策
を
立
案
し
実
行
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
上
板
町
は
、
月
１
回
農
業
委
員
会
を
開
催
。

農
業
の
現
状
等
の
意
見
を
交
換
し
て
い
る
。

各
農
家
の
意
見
等
も
届
い
て
い
る
。
意
見
等

を
精
査
し
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
こ
と
も

あ
る
。

再
問　
農
家
の
も
と
へ
出
向
い
て
、
情
報
提

供
や
農
業
の
実
情
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と

館
で
野
菜
市
を
開
い
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
技
の
館
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
検
討
の
上
、
進
め
た
い
。

質
問
２

高
齢
者
に
交
付
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
券
の
交

付
方
法
に
つ
い
て

①
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
チ
ケ
ッ
ト
方
式
か

ら
カ
ー
ド
方
式
に
し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
我
が
町
の
タ
ク
シ
ー
券
は
希
望
す
る
方
に

は
渡
し
て
い
る
。
決
算
時
正
確
に
処
理
で
き

る
の
で
、
現
在
の
方
式
は
適
正
で
あ
る
。

再
問　
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
の
申
請
方
式
は

不
便
で
あ
る
。
本
来
は
対
象
者
全
員
に
交

付
す
べ
き
も
の
で
は

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　

上
板
町
の
75
歳
以
上
の
方
は
２
１
３
４
名

で
あ
る
。
全
員
に
送
付
す
る
と
多
額
の
予
算

が
必
要
で
あ
る
。
対
象
者
の
方
で
元
気
に
活

動
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
数
い
る
。
財
政
難

の
上
板
町
で
は
全
員
の
方
に
送
付
は
難
し
い
。

カ
ー
ド
方
式
へ
の
変
更
は
検
討
課
題
と
す
る
。

再
再
問　
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
申
請
方
法
を
知

ら
な
い
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。
必
要

な
方
々
に
チ
ケ
ッ
ト
が
届
く
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
現
在
の
申
請
方
式
は
本
人
、
家
族
の
代
理

の
方
に
毎
年
申
請
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今

後
、
一
度
申
請
さ
れ
た
方
に
は
申
請
な
し
で

送
付
す
る
シ
ス
テ
ム
と
か
、
民
生
委
員
に
見

守
り
の
範
囲
内
で
交
付
が
必
要
な
方
の
申
請

を
す
る
等
検
討
し
た
い
。

考
え
る
が

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
新
規
事
業
で
は
農
家
の
意
見
を
聞
き
、
精

査
の
上
、
農
業
振
興
策
を
考
え
る
。
今
後
、

農
家
の
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
事
業
の
推
進

を
図
る
。

③
特
化
し
た
作
物
栽
培
へ
の
挑
戦
を
し
て
は

ど
う
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
特
化
し
た
作
物
栽
培
は
、
生
産
過
程
の
変

更
等
々
の
課
題
が
あ
る
。
指
導
機
関
等
の
助

言
を
求
め
、
導
入
後
の
様
態
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
す
る
。

再
問　
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の
精
神
の
基

に
、
特
化
作
物
を
育
て
る
挑
戦
は
で
き
な

い
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
上
板
町
は
、
指
定
品
目
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
結
構
な
栽
培
面
積
が
あ
る
。
県
が
産
地
化

の
取
り
組
み
を
い
た
だ
き
、
同
じ
形
で
支
援

で
き
た
ら
と
考
え
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
２
品

目
は
補
助
事
業
に
取
り
組
み
た
い
。

④
地
域
活
性
化
を
視
野
に
家
族
農
業
を
推
進

し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
家
族
農
業
は
地
域
農
地
の
有
効
活
用
に
つ

な
が
る
。
産
直
市
場
等
へ
の
流
通
も
期
待
さ

れ
る
。

再
問　
全
国
各
地
で
は
、
家
族
農
業
を
進
め
、

効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
。
推
進
し
て
は
ど
う

か答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
家
族
農
業
は
農
地
の
維
持
及
び
農
業
の
有

効
活
用
に
つ
な
が
る
。

再
再
問　
家
族
農
業
で
育
て
た
作
物
を
技
の

本
淨
敏
之 

議
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質
問
３

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
次
の
段
階
の
読
書
推
進

に
つ
い
て

①
就
学
前
（
６
才
前
）
と
中
学
校
入
学
時
に

子
ど
も
１
人
ひ
と
り
に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
は
ど
う
か

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
多
様
化
の
時
代
、
行
政
が
特
定
の
本
を
贈

る
の
は
問
題
と
考
え
る
。
学
校
図
書
室
の
有

効
利
用
の
推
進
、
中
央
公
民
館
等
図
書
室
、

板
野
町
立
図
書
館
の
使
用
を
促
進
し
た
い
。

再
問　

上
板
町
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、

取
り
替
え
本
を
用
意
し
て
い
る
。
小
中
学

生
に
何
冊
か
選
ん
だ
本
か
ら
選
択
す
る
方

法
も
あ
る
。

　
　
教
育
委
員
会
は
子
ど
も
の
読
書
推
進
す

る
主
管
課
で
あ
る
。
現
状
で
よ
い
と
の
答

弁
は
問
題
だ

答　
弁
　

和
田
教
育
長

　
読
み
聞
か
せ
や
読
書
活
動
は
、
児
童
生
徒

に
読
解
力
や
知
識
、
豊
か
な
感
性
を
は
じ
め

生
き
る
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。
各
学
校

で
は
読
書
推
進
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、

各
学
校
長
に
読
書
推
進
の
取
り
組
み
を
す
る

よ
う
に
指
示
を
す
る
。
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

つ
い
て
は
調
査
し
た
い
。

質
問
１

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

①
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
し
て
児
童
手
当

の
拡
充
が
含
ま
れ
て
い
る
が
本
町
で
は
い

つ
頃
か
ら
実
施
す
る
予
定
な
の
か
、
ま
た

ど
の
様
な
内
容
と
す
る
の
か

答　
弁
　

高
原
民
生
児
童
課
長

　
国
の
児
童
手
当
の
拡
充
に
つ
い
て
は
令
和

６
年
10
月
分
の
手
当
か
ら
改
正
予
定
。
上
板

町
で
も
国
の
改
正
に
合
わ
せ
対
応
す
る
予
定
。

現
在
児
童
手
当
は
６
月
、
10
月
、
２
月
と
４

か
月
ご
と
年
３
回
の
支
払
い
と
な
っ
て
い
る

が
、
改
正
後
は
２
ヶ
月
ご
と
年
６
回
の
支
払

い
に
な
る
。

　
令
和
６
年
度
は
少
し
変
則
に
な
り
、
支
払

い
が
６
月
、
10
月
、
12
月
、
２
月
と
な
る
予

定
で
、
改
正
後
の
手
当
は
令
和
６
年
12
月
に

支
払
う
分
か
ら
に
な
る
。

　
改
正
内
容
と
し
て
は
対
象
年
齢
が
15
歳
到

達
の
年
度
末
か
ら
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で

に
拡
充
さ
れ
、
所
得
制
限
も
な
く
な
る
た
め

現
在
特
例
給
付
や
所
得
超
過
の
方
に
も
一
律

の
児
童
手
当
が
支
払
わ
れ
る
。

　
手
当
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
３
歳
未
満
の

第
１
子
、
第
２
子
が
月
額
1.5
万
円
、
第
３
子

以
降
が
月
額
３
万
円
に
な
る
。
ま
た
３
歳
以

上
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
の
第
１
子
、
第
２

子
が
月
額
１
万
円
、
第
３
子
以
降
が
３
万
円

と
増
額
さ
れ
る
。

②
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
状
況
と
育
児
休

業
の
取
得
状
況
に
つ
い
て
ま
た
休
業
中
の

所
得
保
障
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
職
員
の
育
児
休
業
取
得
状
況
は
、
令
和
６

　
給
食
費
の
無
償
化
を
町
単
独
で
実
施
す
る

事
は
非
常
に
難
し
い
た
め
、
国
が
検
討
し
て

い
る
「
小
、
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
」
の

動
向
を
注
視
し
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

質
問
２

職
員
の
配
置
定
数
に
つ
い
て

①
公
務
員
や
保
育
士
の
な
り
手
不
足
の
中
、

現
在
の
定
数
は
確
保
出
来
て
い
る
の
か

　
ま
た
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
原
因
は

何
処
に
あ
る
の
か

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
職
員
定
数
条
例
に
定
め
て
い
る
職
員
数

　
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
た
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
り
条
例
定
数
１
４
０
人
に
対
し
令

和
６
年
４
月
１
日
現
在
１
２
１
人
と
19
人
の

不
足
と
な
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
職
員
数
で

効
率
的
な
事
務
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
、
業

務
の
効
率
化
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
活
用

を
は
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
今
後
に
お
い
て
も
定
年
延
長
や
高
度
化
や

多
様
化
す
る
行
政
課
題
に
対
し
て
、
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
組
織
体
制
の
見

直
し
を
行
い
適
正
な
人
員
確
保
が
で
き
る
よ

う
定
員
管
理
を
行
う
。

②
限
ら
れ
た
中
か
ら
適
材
適
所
の
効
率
的
な

配
置
を
期
待
す
る
が
現
在
の
職
員
評
価
基

準
は
ど
の
様
に
し
て
い
る
の
か
ま
た
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
同
様

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
５
月
に
各
所
属
に
お
い
て
組
織
目
標
及
び

個
人
目
標
の
設
定
を
し
、
10
月
に
中
間
自
己

評
価
及
び
１
次
評
価
を
実
施
す
る
。
そ
の
後

１
月
に
期
末
自
己
評
価
：
個
人
面
談
：
１
次

２
次
評
価
を
実
施
し
て
人
事
評
価
を
決
定
し

年
２
月
29
日
現
在
６
名
。
年
度
別
で
集
計
す

る
と
令
和
５
年
度
取
得
者
が
正
規
職
員
10
名

会
計
年
度
任
用
職
員
が
２
名
、
令
和
４
年
度

が
正
規
10
名
会
計
年
度
任
用
職
員
が
４
名
、

令
和
３
年
度
が
正
規
９
名
会
計
年
度
任
用
職

員
が
１
名
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
。

　
出
産
時
の
一
時
金
に
つ
い
て
は
職
員
が
加

入
し
て
い
る
互
助
会
よ
り
期
間
に
応
じ
て
60

日
未
満
は
３
万
円
、
60
日
以
上
は
10
万
円
が

給
付
さ
れ
る
。

　

育
児
休
業
中
の
所
得
保
障
に
つ
い
て
は
、

育
児
休
業
開
始
か
ら
１
８
０
日
ま
で
は
標
準

報
酬
日
額
に
１
０
０
分
の
67
を
掛
け
た
金
額

に
日
数
を
掛
け
た
額
が
支
給
さ
れ
る
。

１
８
０
日
を
超
え
る
期
間
に
つ
い
て
は

１
０
０
分
の
50
を
掛
け
た
金
額
に
日
数
を
掛

け
た
金
額
が
支
給
さ
れ
る
。
支
給
の
期
間
は

育
児
休
業
の
対
象
と
な
る
子
が
１
歳
に
達
す

る
ま
で
の
期
間
。

③
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
給
食
費
の
無
償
化

や
大
幅
助
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
は

答　
弁
　

坂
東
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り

本
会
議
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
現

在
小
学
校
は
一
食
当
た
り
２
５
０
円
、
中
学

校
は
２
７
０
円
の
給
食
費
が
保
護
者
負
担
と

な
っ
て
お
り
完
全
無
償
化
し
た
場
合
毎
年

43
百
万
円
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
近
隣
の
市
町
で
は
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食

費
の
値
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
市
町
村
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
本
町
で
は
一
般

財
源
で
物
価
高
騰
分
を
負
担
す
る
事
で
、
保

護
者
負
担
額
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

富
永
志
郎 

議
員
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て
い
る
。

　
評
価
結
果
に
つ
い
て
各
職
員
の
能
力
開
発

処
遇
ヘ
の
活
用
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
ま
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
人
材
育

成
基
本
方
針
に
基
づ
き
徳
島
県
自
治
研
修
セ

ン
タ
ー
の
市
町
村
職
員
研
修
を
該
当
す
る
職

員
に
目
標
を
持
っ
て
受
講
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

質
問
１

健
康
増
進
策
に
つ
い
て

①
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
県
下
で

一
番
と
な
る
補
助
事
業
と
な
る
の
で
接
種

の
わ
か
り
や
す
い
Ｑ
＆
Ａ
に
よ
る
住
民
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
現
在
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
国
が
定
め

る
定
期
接
種
で
は
な
い
が
接
種
費
用
が
高
額

で
あ
る
た
め
、
任
意
接
種
さ
れ
た
方
の
接
種

費
用
を
一
部
助
成
す
る
。
住
民
の
皆
様
の
参

考
と
な
る
帯
状
疱
疹
Ｑ
＆
Ａ
を
広
報
か
み
い

た
に
掲
載
す
る
。

②
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
料
が
対
前
年

比
11
．８
％
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
き

な
要
因
と
今
後
は
医
療
費
等
が
値
上
が
り

さ
れ
る
状
況
で
す
の
で
今
後
の
対
応
策
等

に
つ
い
て

答　
弁
　

栗
尾
税
務
課
長

　
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、
人
口
減
少

等
に
伴
い
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
高
齢

化
や
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
増
加
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
は
、
国

保
税
率
は
据
え
置
き
、
不
足
分
は
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
等
で
補
い
た
い
。
高
齢
化

率
も
毎
年
増
加
し
て
い
る
の
で
町
民
へ
納
税

通
知
書
等
に
よ
る
啓
発
を
実
施
し
て
行
く
。

③
令
和
６
年
度
に
「
健
康
か
み
い
た
21
」
こ

れ
か
ら
10
年
の
計
画
策
定
と
こ
れ
ま
で
の

検
証
を
踏
ま
え
今
後
の
推
進
に
つ
い
て

答　
弁
　

廣
野
健
康
推
進
課
長

　
「
健
康
か
み
い
た
21
」
は
、
上
板
町
の
健

康
増
進
計
画
と
し
て
平
成
19
年
度
か
ら
策
定

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
国
の

「
健
康
日
本
21
第
三
次
計
画
」
を
踏
ま
え
策

定
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
中
間
評
価
、
最

終
評
価
を
基
に
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
鑑
み

計
画
策
定
及
び
推
進
を
図
り
、
町
民
の
一
層

の
健
康
増
進
を
実
施
し
て
い
く
。

③
上
板
町
職
員
の
健
康
管
理
体
制
及
び
人
間

ド
ッ
ク
受
診
、
各
種
健
康
診
断
の
受
診
状

況
に
つ
い
て

答　
弁
　

廣
澤
総
務
課
長

　
上
板
町
職
員
全
員
に
対
し
、
年
１
回
の
健

診
又
は
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
課
長
級
、
役
場
産
業
医
、
労
働
組

合
代
表
か
ら
な
る
衛
生
委
員
会
を
定
期
的
に

行
い
更
に
年
１
回
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
職
場
環
境
改
善
、
季
節
毎
の
注
意
喚
起

を
促
し
職
員
全
員
の
健
康
増
進
に
努
め
て
い

る
。質

問
２

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

質
問
３

北
岸
用
水
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
の
現
状

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

①
利
用
者
戸
数
と
耕
作
面
積
及
び
耕
作
放
棄

地
の
面
積
に
つ
い
て

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
令
和
４
年
度
末
時
点
で
の
利
用
戸
数
は

８
５
６
戸
、
受
益
面
積
は
３
８
０
ha
、
こ
の

内
耕
作
放
棄
地
は
25 

ha
と
な
っ
て
い
る
。

②
今
後
の
農
地
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
改
良

区
内
で
協
議
し
た
か
。

答　
弁
　

長
濱
産
業
課
長

　
令
和
５
年
９
月
21
日
に
、
上
板
町
と
北
岸

用
水
土
地
改
良
区
の
農
業
情
勢
、
組
合
員
を

対
象
と
し
た
営
農
の
意
向
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
協
議
を
行
う
と
と
も
に
農
業
委
員
会
と

連
携
し
、
北
岸
用
水
土
地
改
良
区
が
安
定
し

た
農
業
用
水
の
管
理
が
担
え
る
よ
う
、
施
設

の
維
持
管
理
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

①
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
本
町
の
防
災
、

減
災
対
策
に
ど
の
様
に
活
か
す
か

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
能
登
半
島
地
震
発
生
後
に
庁
内
全
体
の
協

議
を
実
施
す
る
と
共
に
２
月
20
日
に
は
、
災

害
対
策
本
部
運
営
訓
練
を
実
施
し
た
。
更
に

災
害
時
職
員
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

町
職
員
の
初
動
体
制
の
強
化
、
備
蓄
物
の
見

直
し
を
行
う
等
、
町
民
の
安
全
、
安
心
に
努

め
て
い
く
。

②
高
齢
者
等
の
災
害
時
個
別
避
難
計
画
の
作

成
状
況
に
つ
い
て

答　
弁
　

高
原
民
生
児
童
課
長

　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
い
か
し
今
後
一

層
の
高
齢
者
等
の
災
害
時
に
お
け
る
個
別
避

難
計
画
を
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し

て
い
く
。

③
住
宅
の
耐
震
化
率
は
何
％
と
な
っ
て
い
る

か
、
ま
た
、
基
準
を
満
た
さ
な
い
住
宅
へ

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　

上
板
町
内
の
家
屋
総
数
約
５
５
０
０
棟
、

昭
和
56
年
６
月
以
降
建
築
確
認
が
行
わ
れ
た

家
屋
数
約
３
９
０
０
棟
で
耐
震
化
率
70
％
。

地
震
災
害
に
対
す
る
防
災
、
減
災
対
策
に
は
、

多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
広
報
か
み
い
た
４

月
号
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
相
談
を

い
た
だ
き
た
い
。

④
女
性
町
職
員
の
視
点
か
ら
の
避
難
所
運
営
、

物
資
等
に
つ
い
て

答　
弁
　

東
理
事
・
企
画
防
災
課
長

　
災
害
時
避
難
所
運
営
に
女
性
視
点
を
取
り

入
れ
、
女
性
職
員
を
必
ず
配
置
し
備
蓄
品
等

に
つ
い
て
も
設
置
し
一
層
女
性
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
防
災
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

安
田
孝
子 

議
員

　
第
６
回
目
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
編

集
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
令
和
６
年

第
１
回
定
例
会
の
一
般
質
問
並
び
に
１

月
か
ら
３
月
の
「
議
会
の
う
ご
き
」
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

上
板
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

編
集
後
記
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新
規
採
用
職
員
紹
介

職員として日々の業務に自覚
と責任を持ち、町民の皆様か
ら信頼していただけるよう、
一生懸命取り組んでいきます。

別
所
　賢
吾

税
務
課

今までの経験を生かし、皆様
に信頼いただける保健師にな
れるよう精一杯努めてまいり
ます。また、町民の皆様が安
心して健康に暮らせるよう取
り組んでいきたいと思います。

板
東
　恭
子

健
康
推
進
課

まだまだ未熟ですが、保健師
として町民の皆様の健康な生
活をサポートできるよう、精
一杯努力していきたいと思い
ます。

福
富
　菜
央

健
康
推
進
課

責任と誠意を持って保育に取
り組んで参ります。そして、
職員として一生懸命職務に励
みたいと思います。

長
尾
亜
希
子

さ
く
ら
保
育
所

親しみやすさを持ち保育に取
り組んで参ります。子どもた
ちの笑顔を大切にし、一人一
人の心に寄り添っていけるよ
うに頑張ります。

岸
本
　泰
香

さ
く
ら
保
育
所

職員として、子どもたちの気
持ちに寄り添いながら、保護
者の方と共に子どもたちの成
長を支えられるよう全力で取
り組んでまいります。

多
田
　直
子

さ
く
ら
保
育
所

濱
田
　優
子

さ
く
ら
保
育
所

子どもたちの主体性を大切に
しながら、一人一人の気持ち
に寄り添える保育士でありた
いと思っています。職員とし
ての自覚と責任を持ち、精一
杯努めて参ります。

子どもたち一人一人の個性を
大切にし、心に丁寧に寄り
添っていきたいと思います。
幼稚園生活が楽しく充実した
ものになるよう、全力で取り
組んで参ります。

渡
川
　宏
美

東
光
幼
稚
園

（
三
月
三
十
一
日
付
退
職
者
）

さ
く
ら
保
育
所

　
所
長�

乾
　
　
　
千
　
代

税
務
課

　
主
幹�

山
　
添
　
純
　
子

（
四
月
一
日
付
異
動
者
）

（　
）
内
旧
任

総
務
課

　
係
長�

岸
　
本
　
優
　
子

（
健
康
推
進
課
係
長
）

企
画
防
災
課

　
課
長�

佐
　
藤
　
哲
　
志

　
（
建
設
課
課
長
）

　
主
事�

高
　
田
　
浩
　
平

（
教
育
委
員
会
主
事
）

出
納
室

室
長�

高
　
原
　
康
　
代

（
民
生
児
童
課
課
長
）

税
務
課

　
主
幹�

鳥
　
羽
　
一
　
也

（
企
画
防
災
課
主
幹
）

　
主
査�

松
　
田
　
健
　
志

（
企
画
防
災
課
主
査
）

　
主
任
※
再
任
用

尾
　
澤
　
　
　
勝

（
税
務
課
主
任
）

住
民
人
権
課

　
課
長�
長
　
尾
　
繁
　
幸

（
住
民
人
権
課
主
幹
）

　
係
長�

坂
　
東
　
　
　
茜

（
民
生
児
童
課
係
長
）

　
主
事�

矢
　
部
　
真
　
希

（
民
生
児
童
課
主
事
）

民
生
児
童
課

　
課
長�

荒
　
川
　
英
　
子

（
出
納
室
室
長
）

　
主
幹�

原
　
　
　
章
　
人

（
環
境
保
全
課
主
幹
）

健
康
推
進
課

　
主
事�

佐
　
藤
　
　
　
恵

（
住
民
人
権
課
主
事
）

　
主
事�

板
　
東
　
優
　
花

（
建
設
課
主
事
）

主
任
※
再
任
用福

　
井
　
一
　
生

（
健
康
推
進
課
主
任
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
所
長�

切
　
原
　
　
　
潤

（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
統
括
主
任

村
　
田
　
幸
　
子

（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
保
健
師�

板
　
東
　
恭
　
子

（
新
規
採
用
）

　
保
健
師�

福
　
富
　
菜
　
央

（
新
規
採
用
）

さ
く
ら
保
育
所

　
所
長�

稲
　
岡
　
久
　
美

（
さ
く
ら
保
育
所
主
任
保
育
士
）

　
保
育
士�

長
　
尾
　
亜
希
子

（
新
規
採
用
）

　
保
育
士�

岸
　
本
　
泰
　
香

（
新
規
採
用
）

　
保
育
士�

多
　
田
　
直
　
子

（
新
規
採
用
）

　
保
育
士�

濱
　
田
　
優
　
子

（
新
規
採
用
）

　
主
任
保
育
士
※
再
任
用

平
　
山
　
和
　
代

（
さ
く
ら
保
育
所
主
任
保
育
士
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
所
長�

前　
田　
直　
美

（
さ
く
ら
保
育
所
主
任
保
育
士
）

環
境
保
全
課

　
係
長�

谷
　
口
　
友
　
伯

（
産
業
課
係
長
）

　
主
事�

酒
　
井
　
翔
　
太

（
住
民
人
権
課
主
事
）

産
業
課

　
主
事�

堂
　
本
　
晃
　
平

（
税
務
課
主
事
）

建
設
課

　
課
長�
乾
　
　
　
成
　
二

（
住
民
人
権
課
課
長
）

　
主
事�

森
　
脇
　
和
　
弘

（
環
境
保
全
課
主
事
）

　
技
手
※
再
任
用

岡
　
本
　
勝
　
彦

（
建
設
課
技
手
）

人
事
異
動

水
道
課

　
課
長�

藤
　
田
　
憲
　
嗣

（
水
道
課
主
幹
）

　
統
括
主
任

�

山
　
口
　
洋
　
一

（
水
道
課
課
長
）

　
主
査�

村
　
上
　
泰
　
唯

（
建
設
課
主
査
）

教
育
委
員
会
事
務
局

　
主
事�

角
　
瀬
　
颯
　
汰

（
税
務
課
主
事
）

　
主
事�

中
　
村
　
も
　
も

（
健
康
推
進
課
主
事
）

上
板
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
所
長�

東
　
　
　
浩
　
三

（
理
事
企
画
防
災
課
事
務
取
扱
）

　
主
査�

樫
　
山
　
昌
　
史

（
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
）

神
宅
幼
稚
園

　
教
諭�

笹
　
　
　
小
百
合

（
松
島
幼
稚
園
教
諭
）

東
光
幼
稚
園

　
教
諭�

渡
　
川
　
宏
　
美

（
新
規
採
用
）

松
島
幼
稚
園

　
副
主
任
教
諭

�

河
　
野
　
初
　
美

（
神
宅
幼
稚
園
副
主
任
教
諭
）

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
派
遣

　
主
事�

東
　
根
　
弘
　
憲

（
水
道
課
主
事
）

　（
二
月
一
日
付
異
動
者
）

（　
）
内
旧
任

民
生
児
童
課

　
主
事�

今
　
川
　
真
　
実

（
健
康
推
進
課
主
事
）

　（
三
月
一
日
付
異
動
者
）

（　
）
内
旧
任

税
務
課

　
主
事
補�

別
　
所
　
賢
　
吾

（
新
規
採
用
）

　（
四
月
十
日
付
異
動
者
）

（　
）
内
旧
任

税
務
課

　
主
事�

吉
　
田
　
了
　
尉

（
総
務
課
主
事
）

● お問い合わせ ●　　上板町役場　総務課　　☎０８８−６９４−６８０１
　
皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で

す
。

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
て
お
り
、
徳
島

地
方
法
務
局
及
び
徳
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
に
お
い

て
も
、
こ
の
日
を
中
心
と
し

て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の

周
知
と
人
権
思
想
の
普
及
・

高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
・

中
傷
等
人
権
に
関
す
る
問
題

で
お
困
り
の
場
合
は
、
電
話

ま
た
は
徳
島
地
方
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談
を

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　
眞
木　
育
代
（
東　
光
）

　
安
友　
基
勝
（
熊
ノ
庄
）

　
板
東　
和
子
（
栗
ノ
木
北
東
）

　
平
岡
富
士
夫
（
新
田
中
）

　
吉
田
美
登
子
（
中　
北
）

人
権
擁
護

委
員
の
日
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●民生委員は地域の見守り役
　上板町には、27名の民生委員・児童委員
と２名の主任児童委員がいます。
　民生委員は、地域住民の生活状況につい
て把握し、必要に応じて声かけ・相談・支
援等を行う人々です。その地域の住民であ
り、地域の実情を知っていて福祉活動・ボ
ランティア活動などに理解と熱意がある人
が選任されています。民生委員の任期は３
年で、３年に１度、全国で一斉改選が行わ
れます。
　また、全ての民生委員が児童委員を兼任
しており、「公平・公正」「人権への配慮」
を原則として守秘義務もあるため、相談内
容を勝手に他人に漏らされる心配もありま
せん。具体的な支援を行うだけでなく、生
活上の相談にのったり行政・専門機関から
の支援を受けるためのパイプ役になってく
れたりもします。

　５月12日（日）は、全国民生委員児童委員連合会が定める「民生委員・児童委員の日」です。また、５月12日から
の１週間は「活動強化週間」とされ、地域住民や関係機関・団体に民生委員・児童委員の存在やその活動を知ってもらい、
さらなる理解を得ることを目的としています。
　上板町民生委員・児童委員協議会でも、この「活動強化週間」を契機とし、誰もが安心して暮らせる地域社会の実
現に向け、訪問や声掛け等、日々の見守り活動に取り組んでいます。
　民生委員・児童委員は、日常生活の中で困ったことや心配ごと、相談したいことがあるときに、地域住民の身近な
相談相手となり、支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めています。民生委員・児童委員に
は守秘義務があり、秘密は守られますので、安心してご相談下さい。
　民生委員・児童委員を身近に感じていただき、地域住民との関係づくりや日ごろの見守り、相談活動等を円滑にす
すめていくためのご理解・ご協力をお願いします。

●民生委員の仕事は７つ
　民生委員の職務については、民生委員法第14条に規定されています。仕事の内容は大きく分けて７つです。民生
委員それぞれが考える問題点や改善策をとりまとめ、関係機関に提示することで、支援を必要とする人々に適切なサー
ビスが届きやすくなると期待されています。

地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」

社会調査
地域の住民の状況
や福祉ニーズを常
に把握

相談
地域の人々の相談
にのったり見守り
や声かけを行う

情報提供
支援が必要な人に
制度やサービスの
情報を提供する

調整
地域住民の福祉ニ
ーズに応じたサー
ビス提供の調整

連絡通報
必要な福祉サービ
スが受けられるよ
う関係機関や団体
等に連絡

意見具申
問題点や改善策を
関係機関に提起

生活支援
地域住民の生活を
支援したり体制を
つくったりする

民生委員
７つの仕事

ご 存 じ で す か ？

5月12日（日）から
「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」が始まります
～身近に感じて下さい！あなたのまちの民生委員・児童委員～

5月12日（日）から
「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」が始まります
～身近に感じて下さい！あなたのまちの民生委員・児童委員～

● お問い合わせ ●　　上板町役場　民生児童課　　☎０８８－６９４－６８１１
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　民生委員・児童委員は、民生委員法・児童福祉法に基づき厚生労働大臣からの委嘱を受け、地域の中で福祉全般に
わたる相談や支援を行っているボランティアです。日常生活の中で困ったことや心配ごと、相談したいことがある時
に、お住まいの地域の民生委員・児童委員に相談すると、助言や、関係する行政機関等へ繋ぎます。民生委員・児童
委員には守秘義務がありますので安心してご相談ください。

氏　　名 電話番号 担　　当　　地　　区

南　城　満佐子 694−2652 大東、原東、滝ノ宮、西分団地

森　山　仁　士 090−1572−8121 原西（1）、原西（2）、原西（3）、フルーツタウン神宅、殿宮

吉　平　弘　治 694−2444 大山町、大山畑、神宮寺（1）、神宮寺（2）、川原田団地

別　所　哲　彦 694−2432 小柿、小柿北、西金屋、西原団地

大　木　幸　子 090−2782−9510 中北、大南（1）、大南（2）、大南（3）、学園橋

吉　岡　多惠子 090−7784−8376 神宅団地

多　富　節　子 694−3098 小路、西高原、中筋、中筋第２、日吉、地家、君ノ木、古北村

矢　武　幸　一 694−6906 神明、藍生、東光、馬道南、馬道、辻、大北村、東光団地、原渕

岩　瀬　達　夫 694−4590 川西（1）、川西（2）、横関団地、青木団地

上　原　千代子 090−6282−5886 川東（1）、川東（2）、八坂団地

樋　口　俊　博 694−3385 椎本西、椎本中、椎本東、椎本南、椎本北、椎本野神、椎本野神南、
椎本団地、椎本坂東、椎本501、サンパーク

竹　内　　　功 694−3562 北高瀬、古町、瀬部、元原、元原２

豊　川　　　賢 694−3528 柚木南東、柚木南西、柚木団地、柚木石橋、柚木東団地、仁界、中須賀、
鍛冶屋原南団地、天王、石橋ノ上、泓ノ上、神宅、ファミリースポーツ

佐　野　茂　文 694−5207 柚木北東、柚木北西

廣　瀬　寿美恵 694−2367 栗ノ木南、栗ノ木北東、栗ノ木北西

鳥　羽　秀　明 694−2014 中東（1）、中東（2）、セリエタウン

安　藝　和　子 694−5545 中西東、中西西、桃の里、居屋敷東

川　城　誠　一 694−3627 東原西、天神前、青谷、引野前坂口

影　山　充　央 694−2633 東原東、東原東２、桜ヶ丘、引野サンタウン、出口

三　宅　素　子 694−2586 門田、三条、熊ノ庄

坂　本　明　召 694−3882 山田、山田南、原、北

富　岡　　　修 694−2856 南瀬部、北瀬部、鳥屋、瀬部サンタウン、樫山

稲　井　正　巳 694−3076 西井内北、西井内南、中井内、東井内、東井内（2）

野　田　祐　美 694−2786 古田南、古田北、新田北、新東、新田中、新田中第２、新田西、新田東、新田東（2）

武　市　喜　仁 694−4056 高磯、高磯東、高磯南西、上六條

多　田　直　美 694−4162 下六條西、下六條中、下六條東

佐　藤　和　弘 694−3205 佐藤塚西、佐藤塚西（2）、佐藤塚南、佐藤塚東中･東中新、第十新田、第十団地

氏　　名 電話番号 担　　当　　地　　区

板　東  孝　子 694−6535 民生委員・児童委員のうち、つぎの2名が主任児童委員として活動しています。
主任児童委員は、担当地区をもたず、区域担当の民生委員・児童委員と連携しな
がら子育ての支援や児童健全育成活動などに取り組んでいます。上　原　明　子 694−3356

上板町民生委員・児童委員を紹介します

● お問い合わせ ●　　上板町役場　民生児童課　　☎０８８−６９４−６８１１
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く
ら
し
の
保
険
相
談

　
馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生
活
に
密
接

し
た
各
種
保
険
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
疑
問
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る
か

た
、
老
後
の
生
活
設
計
に
悩
ん
で
い

る
か
た
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　
令
和
６
年
５
月
28
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
場
所

　
馬
道
会
館

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）４
８
６
８

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
18

−

２

　
相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

人
権
相
談

　
上
板
町
で
は
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱

を
う
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
、
特
設

相
談
所
を
設
け
、
皆
様
の
人
権
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
た
り
、
法
務
局

と
連
携
し
な
が
ら
人
権
を
守
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
５
月

は
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館

　
（
役
場
２
階
）
第
１
会
議
室

●
開
催
日
時

　
令
和
６
年
５
月
16
日（
木
）

　
令
和
６
年
５
月
31
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
ま
た
、
徳
島
県
立
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
徳
島
地
方
法
務

局
常
設
相
談
所
で
、
人
権
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

●
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
徳
島
県
男
女
参
画
・
人
権
課
分
室

　
☎
０
８
８（
６
６
４
）３
７
０
１

　
徳
島
市
東
沖
洲
２

−

14

　
沖
洲
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内

　
あ
い
ぽ
ー
と
徳
島

●
徳
島
地
方
法
務
局
常
設
相
談
所

　
徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
徳
島
市
徳
島
町
城
内
６
番
地
６

　
徳
島
合
同
庁
舎
６
階

　
相
談
時
間　
平
日　
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分

電
話
に
よ
る
相
談

⃝

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　
※
発
信
地
域
に
応
じ
て
、
最
寄
り
の

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⃝

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

⃝

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
点
検
さ
せ
て
」は
口
実
で
す
！

　
給
湯
器
や
屋
根
修
理
、
水
ま
わ
り

な
ど
の
無
料
点
検
と
言
っ
て
自
宅
を

訪
れ
、
嘘
や
大
げ
さ
に
言
わ
れ
て
そ

の
場
で
交
換
や
修
理
の
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
、
と
言
っ
た
点
検
商
法
が

ま
た
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

●
注
意
点

・
電
話
や
訪
問
で
点
検
を
持
ち
か
け

る
業
者
に
は
安
易
に
点
検
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ひ
と
り
で
応
対
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
そ
の
場
で
は
契
約
せ
ず
に
、
十
分

に
比
較
・
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
期
間
限
定
に
即

決
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
昼
間
自
宅
で
い
る
時
間
が
長

い
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
い
き
な
り
自
宅
に
訪
問
し
て
（
ど

ん
な
商
品
で
も
）
勧
誘
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
い
ら
な
い
、
帰
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
点
検
に
来
て
も
相
手
に
し
な
い
の

　
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
※
発
信
地
域
に
応
じ
て
、
最
寄
り
の

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
住
民
人
権
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
９

�

一
日
行
政
相
談
所

開
設
予
定
日

　
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談

を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政

機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
開
設
日

　
令
和
６
年
５
月
15
日（
水
）

●
開
設
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
開
設
場
所

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場　
総
務
課

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
０
１

　

各
種
相
談

お
知
ら
せ

　

各
種
相
談

お
知
ら
せ

年
金
／
健
康
保
険
／
失
業
保
険

労
災
保
険
交
通
事
故
／
生
命
保
険

住
宅
ロ
ー
ン　
　

上
板
町
消
費
生
活

相
談
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ

が
一
番
で
す
が
、
も
し
契
約
し
て
し

ま
っ
て
も
諦
め
ず
に
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
０
８
８（
６
９
４
）６
８
１
６

　
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料 

　
受
付　
平
日
９
時
～
12
時　
13
時

～
16
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
・
年

末
年
始
を
除
く
）

�

成
年
後
見
・
相
続
・

遺
言
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
本
人

の
判
断
能
力
が
不
十
分
な
場
合
に
、

本
人
を
法
律
的
に
保
護
し
、
支
え
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
日
時

　
令
和
６
年
６
月
４
日（
火
）

　
午
後
１
時
～
３
時

　
※
偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
無
料

相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館
（
上
板
町
役

場
２
階
）　
第
一
会
議
室

●
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後

見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
徳
島
県
支
部
徳
島
県
行
政
書
士
会
内

　
☎
０
８
８（
６
７
９
）４
４
４
０
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こ
の
た
び
、
３
月
18
日
か
ら
３
月
24
日

の
間
、
石
川
県
輪
島
市
門
前
町
に
お
い
て
、

能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援
に
従
事
し
ま

し
た
。

　
私
は
、
門
前
総
合
支
所
に
お
い
て
、
被

災
の
あ
っ
た
建
物
の
被
害
程
度
を
証
明
す

る
罹
災
（
被
災
）
証
明
書
の
発
行
業
務
を

担
当
し
ま
し
た
。
業
務
の
中
で
、
住
家
が

損
壊
し
避
難
所
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、

被
害
の
判
定
結
果
が
自
身
の
思
い
と
は

違
っ
た
方
な
ど
も
お
ら
れ
、
被
災
者
の

方
々
の
心
情
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
必
要

で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
地
の
家
屋
や
道
路
な
ど
の
被

害
は
大
き
く
、
避
難
所
で
は
ま
だ
多
く
の

方
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
所
の
運

営
は
、
地
区
長
や
地
域
を
よ
く
知
る
方
を

中
心
に
避
難
者
自
ら
が
行
っ
て
お
り
、
自

助
・
共
助
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
る
と

と
も
に
、
復
興
に
向
け
て
明
る
く
前
向
き

に
前
進
す
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
上
板
町
に
お
い
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
中
央
構
造
線
地
震
、
豪
雨
災
害
、
河

川
の
氾
濫
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
す

る
可
能
性
は
十
分
あ
る
た
め
、
住
民
と
職

員
一
人
一
人
が
防
災
意
識
を
持
ち
、
他
人

事
と
思
わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
１

日
で
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
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施設名 所在地
異常な現象の種類

洪水 土砂
災害

内水
氾濫 地震

上板町役場 上板町七條字経塚42番地 ○ ○ ○ ○

上板町農村環境改善センター 上板町七條字経塚42番地 ○ ○ ○ ○

上板中学校（体育館） 上板町神宅字西金屋44番地 ○ ○ ○ ○

神宅小学校（体育館） 上板町神宅字喜来135番地 ○ ○ ○ ○

東光小学校（体育館） 上板町西分字東光８番地 ○ ○ ○

松島小学校（体育館） 上板町鍛冶屋原字北原20番地 ○ ○ ○ ○

高志小学校（体育館） 上板町高瀬字天目一1108番地 ○ ○ ○

上板町文化センター 上板町神宅字青木10番地１ ○ ○ ○ ○

上板町文化センター
第１分館 上板町西分字滝ノ宮西26番地１ ○ ○ ○ ○

上板町馬道会館 上板町西分字原渕18番地２ ○ ○ ○

上板町ファミリースポーツ公園 上板町七條字天王７番地 ○ ○ ○

老人保健施設　健祥会ハート 上板町下六條字中西50番地１ ○ ○ ○ ○
社会医療法人あいざと会
藍里病院（グラウンド） 上板町佐藤塚字東288番地３ ○ ○ ○

※東光小学校（体育館）、高志小学校（体育館）、上板町馬道会館、上板町ファミリー
スポーツ公園、社会医療法人あいざと会　藍里病院（グラウンド）は、洪水の指定
緊急避難場所ではありません。

上板町指定緊急避難場所一覧
指定緊急避難場所と
指定避難所ってどう違うの？

○指定緊急避難場所

【指定緊急避難場所のイメージ】

対象とする災害に対し、
安全な構造である堅牢な
建築物

対象とする災害の危険
が及ばない、グラウンド・
駐車場

災害の危険から命を守るために緊急的に
避難する場所。
土砂災害、洪水、津波、地震等の
災害種別ごとに指定が行われる。

　指定緊急避難場所は災害か
ら命を守るために緊急的に非
難する場所。
　指定避難所は災害発生後に
避難してきた被災者が一定期
間生活をする施設です。

いざという時避難する場所をご存じですか？
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「防災情報」以外にも「県政情報」や「イベントのお知ら
せ」などを随時配信。メールマガジン「とくめる」や広報誌
「ＯＵＲ徳島」もお届けします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

県公式LINE

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・

設定方法

LINEで防災情報を
発信中！

●下記のＱＲコードから「友だち」追加をお願いします。

https://page.line.me/803tuwov
徳島県公式ラインアカウントQRコード

1 2

※すだちくんメールによる送信内容に準拠。

配信内容

・ 高潮特別警戒水位情報

・ 土砂災害警戒情報

・ 気象情報
地震速報、津波速報、
顕著な大雨に関する情報

・ 避難情報
高齢者等避難、避難指示

・ 気象警報
大雨注意報を含む

・ 河川水位警戒情報

災害時に
情報は
大事です！

❶の防災情報をタップ。
❷の受信設定（防災）で、受信したい地域
　（市町村）の防災情報を登録。

「気象警報」や「避難指示」などの防災情報
をプッシュ型で配信します。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

「県公式LINE」や「すだちくんメール」など「県公式LINE」や「すだちくんメール」など
徳島県の各種情報ツールに

今すぐ登録を！今すぐ登録を！

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に

県
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式
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2024（令和 6）年 5月 1日　●　30



家族、友人、社員等の安全を携帯端末、パソコン等
から確認できる災害時の安否確認システムです。

●震度5強以上の地震発生時、自動的に安否確認メールを発信。
●携帯電話・パソコン等から安否入力・確認が可能です。
●気象警報、地震情報、津波情報を配信します。

●無料で登録・利用できます。（通信料は別途必要）
●グループの登録者同士で安否情報を共有できます。

安否確認
メール

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

https://s.ourtokushima.jp
「すだちくんメール」トップページ

¥0

大地震が起きたら、あなたの大切な人は
どこにいますか？

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

●インターネット接続可能な端末ならどれでも利用可能です。
●日常的に利用できる機能が充実しています。
　（タイムライン／メッセージ／一斉メール等）

本人家族 同僚

登録方法

徳島県災害時の安否確認サービス

すだちくんメール

（配信イメージ画像）

すだちくんメールの利用には登録が必要です。
下記のQRコードをスマホ等で読み込み「新規
登録」から登録をお願いします。

徳島県防災・危機管理情報「安心とくしま」は、災害時
に、県民の皆さんの安全・安心に役立つ情報の発信や、
関係機関の情報にもアクセスすることができる防災
ポータルサイトです。

https://anshin.pref.tokushima.jp
徳島県防災・危機管理情報「安心とくしま」

防災情報マップでは、お近くの避難所の情報や、災害
時に開設している避難所、道路通行規制の情報が
確認できます。

水防情報

防災情報
マップ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

徳島県防災・危機管理情報

安心とくしま

徳島県災害
時の安否確

認サービス

すだちくん
メール

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

気象情報や水防情報、
ライフラインの状況な
ど、関係機関が発信す
る防災情報にアクセス
できるリンクも掲載し
ています。

「安心とくしま」の防災情報は
Twitter（@saigai 01）からも発信
しています。

「安心とくしま」の防災情報は
Ｘ（旧Twitter）からも発信しています。
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学校給食センター

●お問い合わせ●　上板町役場　住民人権課　☎088－694－6809

お誕生おめでとう
（令和６年３月）

公　門　直　人 美　緖 燈李
とうり

男の子（神宅）　

多　田　耕一郎 李　枝 充希
みつき

女の子（神宅）　

近　藤　広　崇 里　奈 　廉
れん

男の子（佐藤塚）　

　年間をとおして、ＪＡ板野郡にご協力いただいていますが、冬場はとくにい
ろいろな冬野菜を取り入れています。１月２５日は、ブロッコリーやカリフ
ラワー、かぶなどの上板町産冬野菜を使ったシチューでした。寒いからこそ
甘みを蓄える冬野菜をおいしくいただきました。
　食べ物だけでなく、冬が寒ければ寒いほど、春がよ
り暖かく幸せに感じられるのだと思います。地球を取
り巻く自然環境が取り沙汰されている今の時代、学校
給食でもＳＤＧｓに取り組んでいきたいと考えていま
す。今が便利に快適に終わればいいの
ではなく、これから育っていく子ども
たちによりよい環境を残せますように。

上板町がいっぱい冬野菜シチュー

● お問い合わせ ●　　上板町学校給食センター　　☎０８８－６９４－２２７９

軽自動車税（種別割） 自動車税

５月 ５月31日（１期） ５月31日（１期）

上板町役場　税務課
☎０８８−６９４−６８０７

令和６年度　町税及び保険料の
納付期限についてお知らせします
令和６年度の納期は次のとおりになっています。
納付期限内の納付にご協力をお願いいたします。

　上板町情報公開条例第28条及び上板町個人情
報保護条例第５条の規定により、令和５年度にお
ける情報公開実施状況及び個人情報保護制度運用
状況について、次のとおり公表します。

情報公開実施状況
実施機関 請求件数 公　開 部分公開 非公開 拒　否
町　　長 ３件 ２件 １件 ０件 ０件
合　　計 ３件 ２件 １件 ０件 ０件

● お問い合わせ ●　　上板町役場　総務課　　☎０８８−６９４−６８０１

個人情報開示請求の状況
請求件数 開　示 部分開示 不開示

合　　計 ０件 ０件 ０件 ０件

情報公開・個人情報
開示の実施状況

勤務日数及び時間
原則１日７時間30分（休憩60分）、週５日間、計37時
間30分以内の勤務、休日は、土曜日、日曜日、祝日及
び年末年始（12月29日から翌年１月３日まで）

調理師（さくら保育所内）　２名
■資格　応募する職種に必要な資格・免許及び運

転免許を有する者等

基本的な勤務条件
報酬：月額で支給します。
期末手当、通勤に係る費用等：一定の条件を満たす場合

は支給対象となります。
社会保険等：任用期間や勤務時間等の一定の条件を満た

す場合、市町村共済組合及び学校共済組合への加入・
厚生年金保険・雇用保険・公務災害（勤務場所により
労災保険）の適用があります。

● お問い合わせ ●
さくら保育所　☎０８８−６９４−８１８０

上板町会計年度任用職員
を募集します

※登録に際し、年齢要件はありません。

 募集職種
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